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た
財
務
委
員
会
の
審
議
内
容

が
報
告
さ
れ
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
た
。

続
い
て
、
第
２
号
議
案
「
日

本
医
師
会
役
員
（
会
長
、
副

会
長
、
常
任
理
事
、
理
事
、

外
部
理
事
、
監
事
、
外
部
監

事
）
及
び
裁
定
委
員
選
任
の

件
」
、
第
３
号
議
案
「
日
本

医
師
会
役
員
（
会
長
、
副
会

長
、
常
任
理
事
）
選
定
の
件
」

に
つ
い
て
は
一
括
上
程
さ

れ
、
松
本
会
長
が
提
案
理
由

を
説
明
。
挙
手
に
よ
る
決
議

が
行
わ
れ
、
候
補
者
全
員
が

無
投
票
で
選
任
・
選
定
さ
れ

た
。
全
役
職
が
無
投
票
で
選

任
・
選
定
さ
れ
る
の
は
26
年

ぶ
り
と
な
る
。

そ
の
後
に
は
、
選
任
・
選

定
さ
れ
た
役
員
全
員
が
登

壇
。
松
本
会
長
が
代
表
し
て

あ
い
さ
つ
し
、
会
長
に
選

任
・
選
定
さ
れ
た
こ
と
に
感

謝
の
意
を
示
す
と
と
も
に
、

「
引
き
続
き
、
代
議
員
の
先

生
方
、
関
係
団
体
等
の
協
力

の
下
、
執
行
部
一
丸
と
な
っ

て
、
国
民
の
た
め
、
地
域
医

療
の
推
進
に
邁ま

い
し
ん進

し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
、
定
例
代
議

員
会
は
終
了
と
な
っ
た
。

大
学
協
会
か
ら
の
推
薦
に

よ
り
２
名
が
新
た
に
参
与

に
就
任

引
き
続
き
、
第
３
次
松
本

執
行
部
と
な
っ
て
初
の
理
事

会
が
開
催
さ
れ
、
「
役
員
順

位
の
件
」
「
日
本
医
師
会
参

与
委
嘱
の
件
」
な
ど
が
提
案

ど
お
り
決
定
さ
れ
た
。

参
与
に
つ
い
て
は
、
今
期

か
ら
、
国
立
大
学
協
会
よ
り

推
薦
を
受
け
た
松
山
幸
弘
十

全
記
念
病
院
長
、
日
本
私
立

医
科
大
学
協
会
よ
り
推
薦
を

受
け
た
新
井
一
順
天
堂
大
学

理
事
長
補
佐
の
２
名
が
新
た

に
就
任
す
る
こ
と
を
決
定
。

両
参
与
は
今
後
、
大
学
と
の

連
携
、
勤
務
医
に
関
す
る
課

題
解
決
、
組
織
強
化
に
携
わ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

翌
28
日
に
は
第
１
６
３
回

日
本
医
師
会
臨
時
代
議
員
会

が
開
催
さ
れ
た
。
第
１
号
議
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会
長

副
会
長

常
任
理
事

案
「
令
和
９
年
度
日
本
医
師

会
会
費
賦
課
徴
収
の
件
」
は

城
守
国
斗
副
会
長
に
よ
る
提

案
理
由
の
説
明
の
後
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

そ
の
後
は
、
医
療
に
係
る

消
費
税
問
題
等
に
関
す
る
質

問
な
ど
、
代
議
員
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
18
の
代
表
質
問
に
対

し
て
、
執
行
部
か
ら
回
答
を

行
っ
た
（
回
答
要
旨
は
３
～

４
及
び
９
～
10
面
に
掲
載
）。

松
本
会
長
は
昭
和
29
年
８

月
１
日
生
ま
れ
、
山
口
県
出

身
。
浜
松
医
大
を
卒
業
後
、

昭
和
63
年
に
大
宮
市
内
（
当

時
）
に
松
本
皮
膚
科
形
成
外

科
医
院
を
開
設
。
現
在
は
同

医
院
の
理
事
長
兼
院
長
を
務

め
て
い
る
。

平
成
８
年
に
大
宮
医
師
会

理
事
に
就
任
後
、
埼
玉
県
医

師
会
理
事
・
常
任
理
事
、
大

宮
医
師
会
長
な
ど
を
務
め

た
。
日
本
医
師
会
へ
は
平
成

28
年
に
執
行
部
入
り
を
果
た

し
、
３
期
に
わ
た
っ
て
常
任

理
事
を
務
め
た
後
、
令
和
４

年
に
日
本
医
師
会
長
に
就

任
。
こ
の
間
、
中
央
社
会
保

険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）

委
員
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し

て
い
る
。

27
日
の
定
例
代
議
員
会
で

は
松
本
会
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
、
日
本
医
師
会
代
議

員
会
議
長
及
び
副
議
長
の
選

定
が
行
わ
れ
、
定
数
ど
お
り

の
立
候
補
で
あ
っ
た
た
め
、

賛
成
多
数
で
議
長
に
久
米
川

啓
氏
（
香
川
県
）
、
副
議
長

に
佐
藤
和
宏
氏
（
宮
城
県
）

が
そ
れ
ぞ
れ
選
定
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
昨
年
度
中
に

逝
去
さ
れ
た
会
員
の
御み

た

ま霊
に

黙も
く
と
う禱

を
捧
げ
た
後
、
「
令
和

７
年
度
日
本
医
師
会
事
業
報

告
の
件
」
に
つ
い
て
茂
松
茂

人
副
会
長
が
報
告
を
行
い
、

組
織
強
化
に
向
け
て
引
き
続

き
の
協
力
を
求
め
た
。

そ
の
後
は
議
事
に
移
り
、

第
１
号
議
案
「
令
和
７
年
度

日
本
医
師
会
決
算
の
件
」
に

つ
い
て
は
、

田
徹
副
会
長

（
当
時
）
の
提
案
理
由
の
説

明
の
後
、
当
日
設
置
さ
れ
た

財
務
委
員
会
で
選
任
さ
れ
た

平
川
博
之
委
員
長
（
東
京
都
）

か
ら
５
月
８
日
に
開
催
さ
れ

第
１
６
２
回
日
本
医
師
会
定
例
代
議
員
会
・
第
１
６
３
回
日
本
医
師
会
臨
時
代
議
員
会

│
全
役
職
の
無
投
票
で
の
選
任・選
定
は
26
年
ぶ
り
│

　

第
１
６
２
回
日
本
医
師
会
定
例
代
議
員
会
が
６
月
27
日
、
第
１

６
３
回
日
本
医
師
会
臨
時
代
議
員
会
が
翌
28
日
に
、
日
本
医
師
会

館
大
講
堂
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。

　

27
日
に
は
松
本
吉
郎
氏
を
会
長
に
選
任
・
選
定
す
る
こ
と
が
決

議
さ
れ
、
松
本
会
長
が
無
投
票
で
三
選
を
果
た
し
た
。

新
執
行
部
の
職
務
分
担
を

公
表７

月
１
日
の
定
例
記
者
会

見
で
は
、
松
本
会
長
が
、
６

月
30
日
開
催
の
第
９
回
常
任

理
事
会
で
了
承
さ
れ
た
日
本

医
師
会
執
行
部
の
職
務
分
担

に
つ
い
て
公
表
し
た
（
左

掲
）
。

前
期
か
ら
の
主
な
変
更
点

と
し
て
は
、
新
た
に
「
組
織

強
化
」
を
担
当
業
務
に
加
え

た
他
、
日
本
医
学
会
と
の
更

な
る
連
携
強
化
を
図
る
た

め
、
「
医
学
会
」
に
関
す
る

業
務
を
独
立
さ
せ
た
こ
と
を

説
明
し
た
。

ま
た
、
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
改
定
、地
域
医
療
構
想
、

医
師
の
働
き
方
改
革
、
医
療

Ｄ
Ｘ
な
ど
の
重
要
課
題
に
つ

い
て
は
、
執
行
部
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
考

え
を
示
し
た
。

さ
ら
に
、
日
本
医
師
会
館

の
維
持
・
運
営
、
医
政
活
動
、

組
織
強
化
、
未
来
医
師
会
ビ

ジ
ョ
ン
、
医
療
政
策
・
日
医

総
研
、
か
か
り
つ
け
医
機
能

の
６
事
項
に
つ
い
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
担
当
副
会
長
・
常
任

理
事
を
配
置
し
、
役
員
相
互

の
横
断
的
な
連
携
を
強
化
し

な
が
ら
、
着
実
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
と
説
明
し
た
。
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１
．
は
じ
め
に

本
日
は
、
第
１
６
３
回
日

本
医
師
会
臨
時
代
議
員
会
に

ご
出
席
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
日
開
催
の
定
例
代
議
員

会
に
お
き
ま
し
て
は
、
３
期

目
と
な
り
ま
す
日
本
医
師
会

会
長
職
に
選
任
・
選
定
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
全
て
の

ブ
ロ
ッ
ク
医
師
会
か
ら
ご
推

薦
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
26
年
ぶ
り
に
全
て
の
役

職
が
定
数
内
の
立
候
補
と
な

り
ま
し
た
。
私
の
み
な
ら
ず

執
行
部
全
体
へ
の
信
頼
の
表

れ
だ
と
考
え
て
お
り
、
そ
の

信
頼
に
応
え
る
べ
く
執
行
部

一
丸
と
な
っ
て
会
務
に
当
た

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
日
本
医

師
会
の
会
務
運
営
に
特
段
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対

し
、
こ
の
場
を
お
借
り
い
た

し
ま
し
て
、
重
ね
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
議
題
と
し
て
、「
令

を
逸
せ
ず
本
会
の
提
言
を
主

張
で
き
る
よ
う
、
広
報
活
動

を
活
性
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。

５
．
中
長
期
的
な
展
望 

へ
の
対
応

将
来
の
方
向
性
を
意
識
し

つ
つ
、
足
元
の
重
要
課
題
を

一
つ
一
つ
丁
寧
に
根
気
よ
く

解
決
し
て
こ
そ
、
将
来
へ
と

つ
な
が
り
、
展
望
が
更
に
開

け
て
ま
い
り
ま
す
。
地
域
医

療
や
産
業
保
健
、
学
校
保
健

等
の
地
域
保
健
・
公
衆
衛
生

活
動
に
お
け
る
か
か
り
つ
け

医
機
能
の
推
進
や
、
医
療
Ｄ

Ｘ
、
専
門
医
制
度
、
災
害
対

策
に
お
け
る
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
機
能

の
強
化
な
ど
、
目
の
前
に
は

喫
緊
の
課
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
。

地
域
の
実
情
を
よ
く
知
る

都
道
府
県
医
師
会
役
員
を
中

心
と
し
た
会
内
委
員
会
こ
そ

が
、
ま
さ
に
日
本
医
師
会
の

シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
す
。
日
本

医
師
会
に
は
約
50
の
会
内
委

員
会
が
あ
り
、
社
会
保
険
診

療
や
地
域
医
療
構
想
の
在
り

方
な
ど
に
つ
い
て
、
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
た
課
題
や
提

言
に
関
す
る
真し

ん

し摯
な
議
論
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
委
員
会
の
中
に
は
、
短

期
的
な
視
点
と
し
て
の
実
務

委
員
会
や
、
中
長
期
的
な
将

来
の
検
討
を
行
う
委
員
会
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
成
果
を
発

揮
し
て
い
ま
す
。
地
域
か
ら

挙
げ
ら
れ
た
情
報
を
踏
ま

え
、
将
来
に
向
け
た
分
析
・

検
討
を
い
く
つ
か
の
会
内
委

員
会
に
諮
問
し
、
中
長
期
的

な
方
向
性
を
取
り
ま
と
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

一
方
、
３
月
の
代
議
員
会

の
質
疑
で
も
ご
説
明
い
た
し

ま
し
た
が
、
日
医
総
研
に
お

き
ま
し
て
も
、
社
会
保
障
を

始
め
と
し
た
医
療
の
将
来
に

向
け
た
検
討
を
鋭
意
行
っ
て

お
り
、
大
き
な
方
向
性
を
示

せ
る
よ
う
、
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

会
内
委
員
会
で
の
議
論
、

そ
し
て
ま
た
日
医
総
研
の
検

討
等
を
フ
ル
活
用
し
、
２
０

４
０
年
以
降
に
お
け
る
医
療

環
境
の
変
化
を
見
据
え
、
幅

広
く
議
論
し
な
が
ら
、
将
来

に
向
け
て
着
実
に
医
療
政
策

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

６
．
医
療
法
等
の
施
行

医
療
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
令
和
７
年
12
月

に
公
布
さ
れ
、
本
年
４
月
か

ら
そ
の
一
部
が
施
行
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
法
改
正
は
、
新

た
な
地
域
医
療
構
想
、
医
師

偏
在
対
策
、
医
療
Ｄ
Ｘ
等
の

将
来
の
地
域
に
お
け
る
医
療

提
供
体
制
に
向
け
た
も
の
で

す
。日

本
医
師
会
は
、
医
療
法

等
の
改
正
を
見
据
え
、
議
論

に
先
立
ち
、
日
本
医
師
会
案

と
し
て
「
医
師
偏
在
に
対
す

る
日
本
医
師
会
の
考
え
方
」

を
令
和
６
年
８
月
に
提
言
い

た
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
美

容
医
療
等
の
自
由
診
療
に
つ

い
て
も
、
必
要
な
規
制
を
主

張
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
て
、
厚
生
労
働
省
か
ら

は
「
医
師
偏
在
の
是
正
に
向

け
た
総
合
的
な
対
策
パ
ッ
ケ

ー
ジ
」が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

和
９
年
度
日
本
医
師
会
会
費

賦
課
徴
収
の
件
」
を
上
程
し

て
お
り
ま
す
。
代
議
員
の
先

生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

慎
重
に
ご
審
議
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

２
．
組
織
強
化
の
更
な
る

取
り
組
み
と
関
係
団
体
と

の
連
携
強
化

組
織
強
化
の
取
り
組
み
を

継
続
し
て
き
た
結
果
、
全
体

の
会
員
数
は
過
去
最
高
と
な

る
一
方
で
、
高
齢
化
等
に
よ

り
、
Ａ
①
会
員
の
割
合
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
日
本

医
師
会
、
都
道
府
県
医
師
会
、

郡
市
区
等
医
師
会
が
一
体
と

な
っ
て
、
医
師
会
員
で
あ
る

こ
と
が
実
感
で
き
る
取
り
組

み
を
、
積
極
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

医
師
会
活
動
に
お
い
て

は
、
情
報
共
有
、
相
互
理
解
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重

要
で
あ
り
、
引
き
続
き
地
域

医
師
会
と
緊
密
な
連
携
を
維

持
・
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
四
師
会
や
、
四

病
院
団
体
協
議
会
、
全
国
医

学
部
長
病
院
長
会
議
、
全
国

有
床
診
療
所
協
議
会
を
始
め

と
し
た
医
療
関
係
団
体
、
全

国
知
事
会
等
と
も
力
を
合
わ

せ
て
、
医
療
を
取
り
巻
く
難

局
に
立
ち
向
か
う
覚
悟
で
す
。

さ
ら
に
、
昨
日
の
理
事
会

に
お
い
て
、
今
期
よ
り
、
国

立
大
学
協
会
と
、
日
本
私
立

医
科
大
学
協
会
か
ら
ご
推
薦

い
た
だ
い
た
お
二
人
を
新
た

に
参
与
に
お
迎
え
す
る
こ
と

と
し
、
大
学
と
の
連
携
を
一

層
強
化
し
て
課
題
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
政
治
と
は
、
特
に

普
段
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て

き
た
「
顔
の
見
え
る
関
係
」

を
更
に
発
展
さ
せ
て
ま
い
り

ま
す
。

３
．
国
民
皆
保
険
制
度
の

堅
持今

後
、
社
会
保
障
を
取
り

巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し

く
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
必
要
か
つ
適
切
な
医

療
は
保
険
診
療
に
よ
り
確
保

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
、
「
税
金
に
よ
る

公
助
」
「
保
険
料
に
よ
る
共

助
」
「
患
者
さ
ん
の
自
己
負

担
に
よ
る
自
助
」
の
三
つ
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
進

め
、
特
に
自
己
負
担
の
み
を

上
げ
な
い
こ
と
、
併
せ
て
、

低
所
得
者
等
へ
の
配
慮
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
国
民
の
目
線
に
立

っ
て
主
張
し
て
ま
い
り
ま

す
。物

価
高
騰
や
賃
金
上
昇
も

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
診
療

報
酬
の
み
な
ら
ず
、
補
助
金

や
税
制
措
置
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
選
択
肢
を
含
め
、
今
後
も

医
療
政
策
の
提
言
と
実
現
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
医
療
界
や
国
民
の

不
安
を
招
い
て
い
る
医
薬
品

等
の
安
定
供
給
に
関
す
る
課

題
解
決
に
向
け
て
、
確
実
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

４
．
広
報
戦
略
の
充
実

医
療
環
境
の
向
上
の
た
め

に
は
、
会
員
各
位
の
み
な
ら

ず
国
民
の
理
解
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
国
民
の
支
持

が
得
ら
れ
て
こ
そ
、
よ
り
良

い
医
療
提
供
体
制
が
維
持
・

改
善
で
き
、
国
民
皆
保
険
制

度
の
堅
持
が
よ
り
現
実
的
な

も
の
に
な
り
ま
す
。

「
国
民
の
生
命
と
健
康
を

守
る
使
命
」
を
果
た
す
た
め
、

よ
り
一
層
国
民
の
理
解
と
協

働
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
「
国
民
と
共
に
歩
む
、

信
頼
さ
れ
る
医
師
会
」
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
会
内
並
び
に

会
外
に
向
け
た
実
効
性
の
あ

る
広
報
戦
略
を
拡
充
さ
せ
る

と
と
も
に
、
国
の
検
討
会
や

記
者
会
見
等
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
や
手
段
を
活
用
し
て
、
機

都
道
府
県
医
師
会
、
郡
市
区

等
医
師
会
が
行
政
や
大
学
等

と
連
携
し
て
対
策
を
推
進
す

る
仕
組
み
と
さ
れ
る
な
ど
、

多
く
の
日
本
医
師
会
の
主
張

が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い

て
は
、
安
易
な
拡
大
で
は
な

く
、
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

困
難
な
患
者
さ
ん
の
た
め
の

公
益
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

を
提
案
し
、
四
師
会
、
自
治

医
大
、
日
本
郵
便
等
と
連
携

し
て
い
ま
す
。

医
療
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
、

国
民
と
現
場
の
不
安
を
払

ふ
っ
し
ょ
く拭

し
な
が
ら
、
混
乱
と
支
障
が

な
い
よ
う
に
丁
寧
に
進
め
る

べ
き
と
主
張
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
後
も
変
わ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
た
な
地
域
医
療
構
想

は
、
医
療
と
介
護
の
連
携
を

重
視
し
、
「
地
域
医
療
介
護

構
想
」
を
提
唱
す
る
も
の
で

す
。
そ
の
際
に
は
、
構
想
区

域
単
位
、
都
道
府
県
単
位
の

協
議
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

日
本
医
師
会
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
良
質
か
つ
適
切
な

医
療
提
供
体
制
の
構
築
に

は
、
法
改
正
だ
け
で
な
く
、

医
師
の
広
域
マ
ッ
チ
ン
グ
な

ど
の
新
た
な
事
業
や
、
そ
の

財
政
的
な
支
援
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
各
地
の

実
情
に
応
じ
た
取
り
組
み
が

な
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

制
度
の
運
用
に
関
わ
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

７
．
健
康
保
険
法
等
の
改
正

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
本
年
５
月

29
日
に
成
立
し
ま
し
た
。

平
成
16
年
の
大
臣
合
意
に

よ
り
、
「
必
要
か
つ
適
切
な

医
療
は
基
本
的
に
保
険
診
療

に
よ
り
確
保
す
る
」
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
公
的
保
険

の
考
え
方
で
す
。
財
務
省
等

を
中
心
と
す
る
、
「
大
き
な

リ
ス
ク
は
共
助
中
心
、
小
さ

な
リ
ス
ク
は
自
助
中
心
」
と

い
う
民
間
保
険
の
考
え
方
が

一
部
に
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

や
は
り
必
要
か
つ
適
切
な
医

療
は
公
的
保
険
に
よ
り
確
保

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。医

療
費
の
財
源
は
、
「
税

金
・
保
険
料
・
自
己
負
担
」

の
三
つ
で
あ
り
、
こ
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
、
病
に
苦
し
む

患
者
さ
ん
の
自
己
負
担
の
み

を
上
げ
な
い
こ
と
や
、
低
所

得
者
等
に
配
慮
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
点

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い

う
、
ま
さ
に
負
担
と
給
付
の

議
論
に
お
い
て
、
現
時
点
で

の
一
定
の
決
着
が
図
ら
れ
た

も
の
が
、
今
回
の
法
律
で
す
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
給

付
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
、
が
ん
患
者
や
難
病
患

者
、
低
所
得
者
、
入
院
患
者
、

医
師
が
対
象
医
薬
品
の
長
期

使
用
等
が
医
療
上
必
要
と
考

え
る
患
者
さ
ん
な
ど
へ
の
配

慮
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
も

そ
れ
ら
の
点
を
強
力
に
主
張

し
て
ま
い
り
ま
す
。

妊
娠
・
出
産
に
対
す
る
支

援
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
な
給
付
水
準
に
関
し

て
、
法
改
正
を
踏
ま
え
、
今

後
議
論
が
本
格
化
す
る
と
思

い
ま
す
が
、
十
分
な
財
源
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

８
．
将
来
の
日
本
医
師
会

館
に
つ
い
て
の
中
長
期
的

な
検
討

日
本
医
師
会
は
、
平
成
２

年
２
月
に
こ
の
駒
込
に
移
転

い
た
し
ま
し
た
。
旧
会
館
は

当
時
の
写
真
等
を
見
ま
す
と

非
常
に
し
ゃ
れ
た
建
物
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
代
議
員
の

先
生
方
の
中
に
は
実
際
に
行

か
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

現
在
の
日
本
医
師
会
館
は

そ
の
移
転
の
際
に
新
築
さ
れ

た
も
の
で
、
約
36
年
が
経
過

し
て
お
り
、
修
繕
費
・
維
持

費
が
掛
か
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
費
用
は
年
月
の
経

過
に
伴
い
、
更
に
増
加
す
る

見
込
み
で
す
。
ま
た
、
建
替

や
改
修
に
備
え
た
積
立
を
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、
長
く
続

い
た
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
し
、

イ
ン
フ
レ
へ
と
転
じ
た
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
に

向
け
て
の
懸
念
も
ご
ざ
い
ま

す
。ま

だ
先
の
話
に
は
な
り
ま

す
が
、
将
来
の
日
本
医
師
会

館
に
つ
い
て
の
中
長
期
的
な

検
討
は
今
か
ら
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新

執
行
部
に
お
い
て
検
討
を
始

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

９
．
お
わ
り
に

令
和
７
年
度
補
正
予
算

は
、
厚
労
省
予
算
で
医

会
長
あ
い
さ
つ

第
１
６
３
回
日
本
医
師
会
臨
時
代
議
員
会

                                                 

（
令
和
８
年
６
月
28
日
）

←



（3）第1554号 日 医 ニ ュ ー ス 〔第3種郵便物認可〕令和8年7月5日・20日合併号

間中英夫代議員（山形県）は、糖尿病の病名変更に関し
て、日本糖尿病対策推進会議で病名変更の議論がなされた
か確認するとともに、病名変更や会員へのアンケート調査
の実施に対する日本医師会の見解をただした。
佐原博之常任理事は、「同会議において、議論が行われ

たことはない」とした上で、日本医師会としては、病名に伴う誤解や偏見
による精神的負担、社会的不利益をもたらしてしまうことは重要な問題と
捉えていると強調した。
一方、現病名は深く浸透し、様々な場面で使用されている実態に言及し、
国や関係団体、国民の意見を踏まえた丁寧な合意形成が必要であり、混乱
や現場への過度な負担が生じないよう慎重に進める重要性を説いた。
また、会員へのアンケート調査については、有効な方法の一つであると
しつつも、調査実施の際には病名変更の目的や必要性の説明が不可欠であ
ると指摘。関係団体と共に検討し、調査の必要性を判断したいとした。
その上で、「日本医師会としても、国民に分かりやすく、現場において
も混乱や過度な負担が生じない対応となるよう、慎重かつ丁寧に進めてい
きたい」として、理解を求めた。

城之内宏至代議員（茨城県）は、地域フォーミュラリの
推進に関連して、（1）医師の処方裁量と地域標準化の関係、
（2）医薬品供給不安時における採用品目集約化のリスク、
（3）医師会が主体的に関与し、地域医療の実情を反映さ
せるための対応─について質問。
長島公之常任理事は、（1）について、「地域フォーミュ

ラリによって医師の処方権、裁量が制限されることはあってはならない」
と強調した上で、「国は、推奨リストに挙げられている医薬品はあくまで
推奨薬としているものの、実際の運用次第では何らかの制限につながる懸
念もある」として、注意喚起していく意向を示した。
（2）では、特定のメーカーや推奨薬に処方が集中した際、欠品や供給
停止も起こり得る一方、医薬品利用の見込みが立てられることで供給不安
への備えとなる側面もあることを説明。その上で「地域フォーミュラリの
検討以前に根本的な問題である医薬品の供給不安は解消されていない」と
して、引き続きその改善を求めていくとした。
（3）では、「地域フォーミュラリの検討においては都道府県医師会が主
体的に関与すべき」とした上で、検討の場に関しては、「既存の会議体の
活用ではなく、医師会が主体的に関与できる新たな会議体の設置が適切」
と主張。推奨薬リストについては、「作成ありきではなく、連携の現状、
課題等に応じて作成しないなど、医師会が主導して検討すべきである」と
述べた。

「糖尿病」の病名変更について地域フォーミュラリの推進について 12

松
本
吉
郎
会
長
は
、
６
月

27
日
の
第
１
６
２
回
日
本
医

師
会
定
例
代
議
員
会
終
了

後
、
茂
松
茂
人
・
池
端
幸
彦
・

城
守
国
斗
の
３
副
会
長
と
共

に
記
者
会
見
に
臨
み
、
３
期

目
に
当
た
っ
て
の
考
え
な
ど

を
説
明
し
た
。

松
本
会
長
は
、
全
て
の
ブ

ロ
ッ
ク
医
師
会
か
ら
会
長
選

挙
へ
の
推
薦
を
受
け
た
こ
と

に
謝
意
を
示
し
た
他
、
会
長

選
が
無
投
票
と
な
っ
た
こ
と

は
12
年
ぶ
り
、
全
役
職
が
定

数
内
の
立
候
補
と
な
っ
た
こ

と
は
26
年
ぶ
り
だ
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
「
私
の
み
な
ら

ず
、
執
行
部
全
体
の
評
価
と

考
え
て
お
り
、
ま
さ
に
全
８

ブ
ロ
ッ
ク
、
47
都
道
府
県
医

師
会
が
非
常
に
ま
と
ま
っ
て

い
る
証
と
言
え
る
結
果
だ
」

と
の
考
え
を
強
調
し
た
。

そ
の
上
で
、
（
１
）
組
織

強
化
の
更
な
る
取
り
組
み
、

（
２
）
国
民
皆
保
険
制
度
の

堅
持
、
（
３
）
広
報
戦
略
の

充
実
、
（
４
）
中
長
期
的
な

展
望
へ
の
対
応

─

を
中
心
に
取
り
組
ん

で
い
く
姿
勢
を
示
す

と
と
も
に
、
「
全
国

の
医
師
会
や
国
民
の

意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
攻
め
る
と
こ
ろ

は
攻
め
、
守
る
と
こ

ろ
は
守
る
な
ど
、
攻

守
共
に
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
執
行
部
を
目

指
し
、
引
き
続
き
攻

防
一
体
と
な
っ
た
活

動
を
展
開
し
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
３
期
目

と
な
る
茂
松
副
会
長

並
び
に
１
期
目
と
な

る
池
端
・
城
守
両
副

会
長
が
、
今
後
の
抱

負
を
そ
れ
ぞ
れ
語
っ

た
。茂

松
副
会
長
は
、
か
か
り

つ
け
医
機
能
報
告
制
度
、
令

和
７
年
度
補
正
予
算
、
令
和

８
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
結

果
検
証
な
ど
を
今
後
の
課
題

と
し
て
挙
げ
た
上
で
、
「
松

本
会
長
を
し
っ
か
り
支
え
、

引
き
続
き
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

池
端
副
会
長
は
、
「
副
会

長
と
い
う
役
職
に
、
大
変
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
」
と

副
会
長
就
任
の
心
境
を
吐

露
。
「
福
井
県
医
師
会
長
や

中
医
協
委
員
、
日
本
慢
性
期

医
療
協
会
副
会
長
等
の
経
験

を
生
か
し
な
が
ら
松
本
会
長

を
支
え
て
い
け
る
よ
う
、
精

一
杯
頑
張
り
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

城
守
副
会
長
は
、
常
任
理

事
を
４
期
８
年
務
め
る
中

で
、
中
医
協
や
社
会
保
障
審

議
会
医
療
部
会
・
医
療
保
険

部
会
、
さ
ら
に
は
、
医
師
の

働
き
方
改
革
や
か
か
り
つ
け

医
機
能
報
告
制
度
に
係
る
検

討
会
の
委
員
な
ど
、
様
々
な

経
験
を
重
ね
て
き
た
こ
と
に

言
及
。
「
今
後
、
医
療
を
取

り
巻
く
状
況
は
ま
す
ま
す
厳

し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
踏
ま
え
、
副
会
長
や
常
任

理
事
の
先
生
方
と
共
に
、
松

本
会
長
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

し
っ
か
り
と
支
え
て
い
く
」

と
の
決
意
を
示
し
た
。

そ
の
後
の
記
者
と
の
質
疑

応
答
の
中
で
松
本
会
長
は
、

組
織
強
化
に
つ
い
て
、
「
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
加
え

て
、
都
道
府
県
医
師
会
を
通

じ
て
郡
市
区
等
医
師
会
と
の

つ
な
が
り
を
強
化
し
て
い

く
」
と
説
明
。
さ
ら
に
、「
病

院
団
体
等
と
の
連
携
を
通
じ

て
、
医
師
会
の
果
た
す
役
割

に
つ
い
て
一
層
強
く
発
信

し
、
会
員
の
増
加
に
つ
な
げ

た
い
」と
述
べ
る
と
と
も
に
、

国
立
大
学
協
会
と
日
本
私
立

医
科
大
学
協
会
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
推
薦
さ
れ
た
先
生
方
を
参

与
と
し
て
委
嘱
し
、
大
学
と

の
連
携
を
更
に
深
め
る
他
、

大
学
関
係
団
体
と
も
意
見
交

換
を
重
ね
て
い
く
と
し
た
。

他
方
、
広
報
戦
略
に
つ
い

て
は
「
非
常
に
難
し
い
課
題
」

と
し
、
従
来
の
取
り
組
み
を

続
け
る
だ
け
で
な
く
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
の
情
報
発
信
や
国
民
の

意
見
集
約
な
ど
、
会
内
の
広

報
委
員
会
等
で
議
論
を
進
め

な
が
ら
対
処
し
て
い
く
考
え

を
示
し
た
。

茂
松
副
会
長
は
、
「
医
療

界
が
一
致
団
結
し
、
国
民
か

ら
信
頼
さ
れ
る
医
療
を
実
現

す
る
こ
と
が
重
要
」と
強
調
。

池
端
副
会
長
は
、
「
人
口

減
少
地
域
の
医
療
を
ど
う
守

っ
て
い
く
か
が
今
後
の
課

題
」
と
指
摘
す
る
と
と
も
に
、

病
院
団
体
と
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
「
国
民
皆
保
険
や
地

域
医
療
を
守
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
点
で
は
、
日
本
医

師
会
と
根
本
は
同
じ
だ
」
と

述
べ
、
両
者
の
架
け
橋
に
な

れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
と
し

た
。城

守
副
会
長
は
、
医
療
政

策
は
政
治
・
経
済
状
況
の
変

化
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
と

し
た
上
で
、
「
医
療
政
策
の

決
定
プ
ロ
セ
ス
の
複
雑
さ
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
国
民
の
生

命
と
健
康
を
守
り
、
医
療
従

事
者
の
働
く
環
境
を
整
え
ら

れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
対
応

し
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

療
・
介
護
合
わ
せ
て
約

１
・
４
兆
円
、
医
療
だ
け
で

１
兆
円
超
の
大
規
模
な
補
正

と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
「
発
射

台
」
と
し
た
令
和
８
年
度
診

療
報
酬
改
定
で
は
、
本
体
プ

ラ
ス
３
・
09
％
と
約
30
年
ぶ

り
に
３
％
を
超
え
た
プ
ラ
ス

改
定
を
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
医
療
法
及
び
健
康

保
険
法
の
改
正
に
関
す
る
国

会
審
議
に
お
い
て
は
、
い
ず

れ
も
参
考
人
と
し
て
日
本
医

師
会
の
意
見
を
主
張
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す

が
、
特
に
医
師
偏
在
対
策
に

つ
い
て
は
、
令
和
６
年
８
月

に
公
表
し
た
「
医
師
偏
在
に

対
す
る
日
本
医
師
会
の
考
え

方
」
が
法
改
正
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
執
行
部
が
中
心

と
な
り
、
全
医
師
会
が
一
丸

と
な
っ
て
「
攻
め
た
」
結
果

に
他
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
全
国
の
医
師
会
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
ご
意
見
を
お

聞
き
し
な
が
ら
、
攻
め
る
と

こ
ろ
は
攻
め
、
守
る
と
こ
ろ

は
守
る
な
ど
、
攻
守
共
に
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
執
行
部
を

目
指
し
、
引
き
続
き
攻
防
一

体
と
な
っ
た
活
動
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
、
本
会
の

新
た
な
執
行
部
に
対
し
、
皆

様
か
ら
の
絶
大
な
る
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
か

ら
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
今
後
の
２
年

間
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

松本会長・３副会長合同記者会見
３期目も引き続き攻防一体となった
                    活動を展開していく姿勢を示す

代表質問の回答要旨

→
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離島・へき地における医療・介護提供の在り方、地域の
実情に合った従事者の確保対策について日本医師会の見解
を問う黒田篤代議員（鹿児島県）の質問には濵口欣也常任
理事が回答した。
同常任理事は「離島・へき地においては、国や自治体が

果たすべき役割・責任は大きい」とした上で、医師につい
ては、新たな地域医療構想において、大学病院本院に医師派遣を担う機能
が制度として明確に位置付けられたことを説明。また、「日本医師会ドク
ターバンク」の有効求職者数の29％が、医師不足地域での就業を可とし
ていることを示した上で、いかにこの先生方を就業につなげるかが今後の
課題になるとした。
看護職員に関しては、地元自治体の支援を受けてサテライト運営を行っ
ている鹿児島県の種子島の好事例を参考にしながら、引き続き、地域に必
要な養成所を残すための支援を求めていく考えを示した。
介護人材については、中山間・人口減少地域における人員配置基準の弾
力化を含む社会福祉法等の改正案が国会で成立したことを紹介するととも
に、令和９年度介護報酬改定に向けて検討が行われる中で、離島・へき地
での課題や要望等を踏まえて議論に臨んでいくとした。
その上で、同常任理事は「医療や介護の担い手を確保するためには、他
産業と遜色のない処遇改善が不可欠である」と強調。引き続き国に対して、
必要な財源の確保を求めていくとした。

医療に係る消費税問題に関する鈴木伸和（北海道）、堀
地肇（富山県）、加川憲作（岐阜県）、増田幹生（東京都）、
北村良夫（大阪府）各代議員の質問には今村英仁常任理事
が一括答弁を行った。
同常任理事は、まず、日本医師会が都道府県医師会長を

対象として行った診療所の医療に係る消費税問題に関するアンケート調査
の結果概要について資料を基に説明。「現時点でどれか一つの方法に集約
できる状況にはない」と述べるとともに、新執行部として改めてアンケー
ト調査を実施する予定であることを明らかにした。
その上で、消費税問題について多くの会員が十分に理解できていないと
の指摘に対しては、既述のアンケート調査を行う際に送付した資料の活用
を要望。さらに「課税転換に伴う補

ほ て ん

填の引きはがしや免税事業者への影響
等、小規模診療所を中心とするデメリットは看過することはできない」と
述べるとともに、消費税問題の検討に当たっては、消費税だけではなく、
周辺の制度への影響も十分に勘案する必要があるとの考えを示した。
また、今後については「消費税問題の解決のためには国民や国会議員の
先生方の理解を得ることが欠かせない」とし、税制要望に向けて、これら
を踏まえ、会内の医業税制検討委員会で更なる検討を慎重に進めていく考
えを表明。加えて、検討に当たっては、地方の医療を支えている高齢の医
師を含めた先生方が制度変更の影響を受けて万が一にも閉院してしまい、
地域医療の崩壊につながることのないようにすることが重要と強調した。
その他、病院建物を始めとする高額投資に係る融資等の措置を求める要
望に関しては、「喫緊かつ重要な指摘である」とした上で、補助金等によ
り負担を軽減する措置も含め、早急な対応を国に求めていくとし、理解を
求めた。

上田昌博代議員（新潟県）からの、外来・在宅ベースア
ップ評価料の在り方に関する質問には、江澤和彦常任理事
が回答した。
同常任理事はまず、医療従事者の処遇改善について、賃

上げに必要な原資は本来、基本診療料を中心とした評価に
十分上乗せした上で実施すべきとの日本医師会の考えを改めて強調。無床
診療所の外来・在宅ベースアップ評価料が初・再診料に統合されなかった
理由については、「診療所の届出率が低かったことに加えて、現在の厳し
い医療保険財政においては改定財源がどのように使われたのかを検証でき
ることが必要とされており、ベースアップ評価料の算定が賃上げに確実に
活用されることが強く求められたためである」と説明した。
今後のベースアップ評価料の在り方に関しては、「医療従事者の賃上げ
が目的であり、より確実に実行できるのかが重要な観点である。幅広い視
点で総合的に勘案し、入念に検討していくことが求められる」と指摘。そ
の上で、「現時点では診療所においても積極的な算定が重要であることに
変わりはない」と述べ、日本医師会としても、現場の事務的な負担をでき
る限り軽減できるよう、算定をサポートする取り組みを引き続きしっかり
と進めていく姿勢を示した。

大木實代議員（福岡県）は、（1）ナース・プラクティ
ショナー（NP）の現状に対する見解、（2）NP養成を目
的とした大学院教育の拡大、（3）仮に制度化する場合の
条件─について質問し、城守国斗副会長が回答した。
（1）では、日本医師会はこれまで①医療の質・安全確
保②行為責任の所在③現場での需要量と新たな資格創設の

必要性─等の観点から、NP創設には一貫して反対してきたことを説明。
「現場の課題解決には、あくまで特定行為研修制度を活用していくべきで
ある」との見解を述べた。
（2）では、現在大学や民間機関がうたっているNPは「医行為まで実施
できる新たな国家資格ではない」ことを国民及び医療者に周知徹底するこ
とが必要であり、引き続き国に対して、周知徹底の実施など、現状への適
切な対応を強く求めていく姿勢を示した。
（3）では、NP制度の創設には反対の立場であることを改めて強調。医
療現場での対応困難事例等に対しては、「現行の特定行為研修制度の見直
しや医療DXも含めた、地域連携体制の強化により対応すべきである」と
述べ、引き続き特定行為研修制度に対する医師への周知や理解促進に努め
ていくとした他、医療機関に対しては訪問看護ステーションとの連携体制
の改善等への協力を求めた。

消費税問題、物価高の今こそ抜本的見直しのチャンス
ではないか？

離島・へき地における医療・介護従事者の確保につい
て

消費税問題について

消費税非課税維持での控除対象外消費税負担にどう
対応するか

医療機関の経営を圧迫する仕入れ消費税に対する対
応について

外来・在宅ベースアップ評価料はどうあるべきか

ナース・プラクティショナー制度に対する日本医師会
の考え方について

4
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10

9

医療に係る消費税問題について3

　日本医師会は、本会が運営するInstagramアカウントと
して「日医君公式Instagramアカウント」を７月１日付で
開設しました。
　健康に役立つ情報を中心に配信してまいり
ますので、ぜひ、フォローいただくとともに
患者さんへのアカウントの周知にご協力をお
願いいたします。
　なお、日本医師会ではYouTube、LINEで
も様々な情報を配信しておりますので、併せ
てご活用願います。

フォローは
こちらから

日医君日医君
 公式Instagramアカウント 公式Instagramアカウント

を開設を開設
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―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 
03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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北
海
道

北
海
道

1212
名名

藤
原
　
秀
俊
75
、
札
幌
市
、札

幌
医
大
、道
医
常

任
理
事
・
副
会

長
、日
医
監
事
。

脳
神
経
外
科
⑧

佐
古
　
和
廣
77
、
名
寄
市
、

北
大
、
上
川
北

部
医
副
会
長
、

道
医
副
会
長
。

脳
神
経
外
科
⑤

鈴
木
　
伸
和
65
、札
幌
市
、札

幌
医
大
、札
幌

市
医
副
会
長
、

道
医
副
会
長
。

泌
尿
器
科
④

今
　
　
眞
人
67
、
札
幌
市
、

獨
協
医
大
、
札

幌
市
医
会
長
、

道
医
理
事
。
外

科
⑧

野
中
　
　
雅
66
、
札
幌
市
、

札
幌
医
大
、
札

幌
市
医
理
事
・

副
会
長
。
脳
神

経
外
科
③

大
原
　
正
範
66
、函
館
市
、北

大
、
函
館
市
医

会
長
、
道
医
代

議
員
会
議
長
。

食
道
外
科
②

大
本
　
晃
裕
68
、小
樽
市
、順

天
堂
大
、小
樽
市

医
会
長
、道
医
理

事
。内
・
リ
ウ
・
ア

レ
ル
ギ
ー
科
①

沖
　
　
一
郎
74
、苫
小
牧
市
、

慶
應
大
、
苫
小

牧
市
医
会
長
、

道
医
理
事
。
内

科
⑪

得
地
　
史
郎
66
、岩
見
沢
市
、

岩
手
医
大
、
岩

見
沢
市
医
理

事
・
会
長
。
消

化
器
内
科
②

滝
山
　
義
之
71
、旭
川
市
、旭

川
医
大
、旭
川
市

医
会
長
、道
医
代

議
員
会
副
議
長
。

消
化
器
内
科
④

吉
田
　
茂
夫
77
、
北
見
市
、

札
幌
医
大
、
北

見
医
会
長
、
道

医
理
事
。
内
科

④

柴
田
　
香
織
70
、
釧
路
市
、

日
医
大
、
釧
路

市
医
会
長
、
道

医
理
事
。
内
・

消
化
器
内
科
②

青
森
県

青
森
県

３３
名名

奥
寺
　
良
之
73
、
八
戸
市
、

弘
前
大
、
八
戸

市
医
会
長
、
県

医
副
会
長
。
整

形
外
科
②

中
路
　
重
之
74
、
弘
前
市
、

弘
前
大
、
県
医

副
会
長
。
そ
の

他
①

近
藤
　
博
満
73
、青
森
市
、杏

林
大
、
青
森
市
医

副
会
長
、
県
医
副

会
長
。
内
・
呼
内
・

消
化
器
内
科
①

岩
手
県

岩
手
県

４４
名名

本
間
　
　
博
74
、
盛
岡
市
、

岩
手
医
大
、
県

医
副
会
長
・
会

長
。
内
科
④

小
泉
　
嘉
明
80
、釜
石
市
、岩

手
医
大
、
釜
石

市
医
会
長
、
県

医
副
会
長
。外
・

内
・
肛
門
科
⑧

小
野
寺
威
夫
71
、
一
関
市
、
日

医
大
、
一
関
市
医

会
長
、県
医
代
議
員

会
議
長
。内
・
循
内
・

呼
吸
器
内
科
④

木
村
　
宗
孝
69
、
紫
波
郡
、

岩
手
医
大
、
紫

波
郡
医
会
長
、

県
医
副
会
長
。

老
年
科
③

宮
城
県

宮
城
県

７７
名名

安
藤
健
二
郎
66
、
仙
台
市
、

東
北
大
、
仙
台

市
医
会
長
、
県

医
会
長
。
外
科

④

草
刈
千
賀
志
64
、
仙
台
市
、

東
京
医
大
、
仙

台
市
医
理
事
・

副
会
長
。
耳
鼻

咽
喉
科
①

菊
地
　
　
徹
63
、
仙
台
市
、

日
大
、
仙
台
市

医
理
事
。
消
化

器
内
科
①

佐
藤
　
和
宏
74
、
柴
田
郡
、

東
北
大
、
県
医

副
会
長
・
会

長
。
泌
尿
器
科

⑧

福
壽
　
岳
雄
63
、
仙
台
市
、

東
北
大
大
学

院
、
仙
台
市
医

理
事
・
会
長
。

内
科
①

綿
谷
　
秀
弥
65
、
仙
台
市
、

東
北
大
、
仙
台

市
医
理
事
・
副

会
長
。
耳
鼻
咽

喉
科
①

石
井
　
　
正
63
、
仙
台
市
、

東
北
大
、
東
北

大
医
理
事
、
県

医
常
任
理
事
。

そ
の
他
①

秋
田
県

秋
田
県

４４
名名

小
泉
ひ
ろ
み
70
、
秋
田
市
、

東
京
女
子
医

大
、
県
医
副
会

長
・
会
長
。小
・

児
童
精
神
科
⑤

吉
原
　
秀
一
70
、
大
館
市
、

弘
前
大
、
県
医

理
事
・
副
会

長
。
外
科
③

小
野
崎
圭
助
58
、
湯
沢
市
、

獨
協
医
大
、
県

医
常
任
理
事
・

副
会
長
。
外
科

①

五
十
嵐
知
規
56
、
秋
田
市
、

秋
田
大
、
県
医

常
任
理
事
・
副

会
長
。
循
環
器

内
科
②

山
形
県

山
形
県

４４
名名

間
中
　
英
夫
71
、山
形
市
、山

形
大
大
学
院
、

県
医
副
会
長
・

会
長
。
糖
尿
病

内
分
泌
内
科
③

粕
川
　
俊
彦
71
、東
置
賜
郡
、
山

形
大
大
学
院
、南
陽
市

東
置
賜
郡
医
会
長
、県

医
副
会
長
。内
・
外
・
漢

方
内
・
肛
門
外
科
③

三
條
　
典
男
69
、
新
庄
市
、
北

里
大
、
新
庄
市
最

上
郡
医
会
長
、
県

医
副
会
長
。内
・
小
・

産
・
心
療
内
科
④

橋
爪
　
英
二
64
、
酒
田
市
、

東
北
大
、
県
医

常
任
理
事
・
副

会
長
。
外
科
②

茨
城
県

茨
城
県

６６
名名

松
㟢
　
信
夫
63
、取
手
市
、横

浜
市
立
大
、
県

医
副
会
長
・
会

長
、日
医
理
事
。

整
形
外
科
⑥

伊
藤
　
金
一
68
、
常
総
市
、

弘
前
大
、
県
医

常
任
理
事
・
副

会
長
。
内
科
②

城
之
内
宏
至
57
、
神
栖
市
、

日
大
、
県
医
常

任
理
事
・
副
会

長
。
外
科
②

安
部
　
秀
三
58
、
那
珂
市
、

筑
波
大
、
県
医

理
事
・
常
任
理

事
。
精
神
科
①

長
田
　
佳
世
61
、
牛
久
市
、

筑
波
大
、
県
医

理
事
・
常
任
理

事
。
産
婦
人
科

①

原
　
　
　
晃
73
、つ
く
ば
市
、

東
北
大
、
県
医

理
事
・
参
与
。

耳
鼻
咽
喉
科
②

群
馬
県

群
馬
県

５５
名名

川
島
　
　
崇
66
、
渋
川
市
、

新
潟
大
、
県
医

理
事
・
副
会

長
。
内
科
⑥

今
泉
　
友
一
70
、
前
橋
市
、

新
潟
大
、
県
医

理
事
・
副
会

長
。
小
児
科
⑥

有
坂
　
　
拓
55
、
太
田
市
、

金
沢
医
大
、
県

医
理
事
。
内
科

①

長
坂
　
資
夫
73
、
高
崎
市
、

自
治
医
大
、
高

崎
市
医
副
会

長
、県
医
理
事
。

内
科
①

藤
塚
　
　
勲
75
、沼
田
市
、岩
手

医
大
大
学
院
、沼
田

利
根
医
会
長
、
県

医
代
議
員
会
議
長
。

泌
尿
器
科
③

埼
玉
県

埼
玉
県

1616
名名

金
井
　
忠
男
82
、所
沢
市
、
横

浜
市
立
大
、
所

沢
市
医
会
長
、県

医
副
会
長
・
会

長
。肛
門
外
科
⑪

水
谷
　
元
雄
78
、
さ
い
た
ま

市
、
岩
手
医
大
、

浦
和
医
会
長
、県

医
副
会
長
。内
・

消
内
・
小
児
科
⑥

廣
澤
　
信
作
75
、狭
山
市
、東

京
医
歯
大
、
狭

山
市
医
会
長
、県

医
副
会
長
。内
・

血
液
内
科
⑦

丸
木
　
雄
一
71
、さ
い
た
ま
市
、

日
医
大
、さ
い
た
ま

市
与
野
医
副
会
長
、

県
医
副
会
長
。内
・

脳
神
経
内
科
⑥

桃
木
　
　
茂
66
、さ
い
た
ま
市
、

獨
協
医
大
、大
宮
医

副
会
長
、
県
医
常

任
理
事
。内
・
呼
内
・

循
環
器
内
科
③

松
本
　
眞
彦
74
、草
加
市
、
日

医
大
、
草
加
八

潮
医
会
長
、
県

医
常
任
理
事
。

整
・
リ
ハ
科
⑤

松
山
眞
記
子
73
、東
松
山
市
、

日
大
、
比
企
医

理
事
、
県
医
常

任
理
事
。
内
科

③

長
又
　
則
之
72
、熊
谷
市
、群
大
、

熊
谷
市
医
会
長
、県

医
常
任
理
事
。内
・
呼

内
・
腎
内
・
リ
ウ
・

消
化
器
科
③

鹿
嶋
　
広
久
67
、
川
口
市
、
獨

協
医
大
、川
口
市
医

会
長
、県
医
常
任
理

事
。内
・
糖
内
・
代
謝

内
・
小
児
科
③

髙
橋
　
茂
雄
76
、
本
庄
市
、

慶
應
大
、本
庄
市

児
玉
郡
医
会
長
、

県
医
代
議
員
会
議

長
。
産
婦
人
科
⑦

小
室
　
順
義
79
、入
間
市
、慈

恵
医
大
大
学
院
、

入
間
地
区
医
副

会
長
・
会
長
。産

婦
人
科
②

松
本
　
雅
彦
72
、
さ
い
た
ま

市
、
東
海
大
、

県
医
理
事
、
大

宮
医
会
長
。

内
・
小
児
科
④

原
　
　
　
直
68
、越
谷
市
、防

衛
医
大
、県
医
理

事
、越
谷
市
医
会

長
。
内
・
循
内
・
消

内
・
皮
・
外
科
②

中
村
　
靖
史
69
、春
日
部
市
、

東
京
医
大
大
学
院
、

県
医
理
事
、春
日
部

市
医
会
長
。
整
・

小
・
リ
ハ
・
外
科
①

桐
澤
　
重
彦
67
、さ
い
た
ま

市
、
日
大
、
県

医
理
事
、
浦
和

医
会
長
。
産

婦
・
内
科
①

丸
山
　
泰
幸
60
、さ
い
た
ま

市
、帝
京
大
、
岩

槻
医
副
会
長
、

県
医
理
事
。
内
・

循
環
器
内
科
①

千
葉
県

千
葉
県

９９
名名

今
井
　
俊
哉
67
、
千
葉
市
、

日
医
大
、
千
葉

市
医
監
事
、
県

医
副
会
長
・
会

長
。
皮
膚
科
⑤

寺
田
　
俊
昌
72
、船
橋
市
、東
京

医
大
大
学
院
、船
橋

市
医
会
長
・
監
事
、

県
医
監
事
・
副
会

長
。
耳
鼻
咽
喉
科
③

大
濱
　
洋
一
68
、
千
葉
市
、

埼
玉
医
大
、
千

葉
市
医
会
長
、

県
医
副
会
長
。

小
児
科
①

志
賀
　
　
元
66
、
柏
市
、
東

大
、
県
医
理

事
・
副
会
長
。

内
・
外
・
小
児

科
①

入
江
　
康
文
83
、千
葉
市
、鹿

児
島
大
、千
葉
市

医
会
長
、県
医
会

長
・
監
事
。内
・
腎

臓
内
科
⑤

加
瀬
　
　
卓
63
、八
千
代
市
、

慶
應
大
、
八
千

代
市
医
副
会

長
・
会
長
。外
・

肛
・
胃
腸
科
①

小
嶋
　
良
宏
67
、
館
山
市
、
北

里
大
大
学
院
、安

房
医
会
長
・
監
事
、

県
医
副
会
長
・
理

事
。
眼
科
④

伊
豫
　
正
人
65
、
千
葉
市
、

帝
京
大
、
千
葉

市
医
理
事
、
県

医
理
事
。
産

婦
・
内
科
①

鳥
海
　
正
明
62
、船
橋
市
、帝

京
大
大
学
院
、
船

橋
市
医
副
会
長
・

会
長
。内
・
心
内
・

消
化
器
科
②

福
島
県

福
島
県

６６
名名

石
塚
　
尋
朗
74
、
田
村
郡
、

東
北
大
、
田
村

医
会
長
、
県
医

会
長
。
内
科
③

矢
吹
　
孝
志
76
、耶
麻
郡
、福

島
県
立
医
大
、会

津
若
松
医
会
長
、

県
医
副
会
長
。

内
・
胃
腸
科
⑤

坪
井
　
永
保
66
、
郡
山
市
、

日
医
大
、
県
医

副
会
長
、
郡
山

医
会
長
。
呼
吸

器
内
科
②

齊
藤
　
道
也
64
、い
わ
き
市
、聖

マ
リ
医
大
、県
医
副

会
長
、
い
わ
き
市

医
会
長
。
内
・
消
・

循
・
呼
吸
器
科
②

横
田
　
　
崇
70
、福
島
市
、福

島
県
立
医
大
、

福
島
市
医
会
長
、

県
医
副
会
長
。泌

尿
器
科
①

土
屋
　
繁
之
72
、
郡
山
市
、

帝
京
大
、
郡
山

医
参
与
、
県
医

代
議
員
会
議

長
。
内
科
④

東
京
都

東
京
都

4141
名名

窪
田
　
美
幸
69
、世
田
谷
区
、

東
京
女
子
医
大
、

世
田
谷
区
医
会

長
、都
医
代
議
員

会
議
長
。眼
科
⑤

栃
木
県

栃
木
県

５５
名名

小
沼
　
一
郎
72
、
那
須
塩
原

市
、順
天
堂
大
、

県
医
副
会
長
・

会
長
。
消
内
・

内
科
⑤

長
島
　
　
徹
65
、
佐
野
市
、

山
形
大
、
佐
野

市
医
副
会
長
、

県
医
副
会
長
。

外
科
④

片
山
　
辰
郎
69
、宇
都
宮
市
、

慈
恵
医
大
、
宇

都
宮
市
医
会

長
、
県
医
副
会

長
。
内
科
③

白
石
　
　
悟
71
、
大
田
原
市
、

慶
應
大
、日
医
理

事
、県
医
常
任
理

事
、那
須
郡
市
医
副

会
長
。産
婦
人
科
②

阿
久
津
博
美
65
、
塩
谷
郡
、

東
京
医
大
、
県

医
理
事
、
塩
谷

郡
市
医
会
長
。

内
科
①

注─氏名の下は、年齢、勤務医療機関住所（郡市区）、最終卒業校、
主な医師会役員歴等、診療科名、代議員当選回数
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神
奈
川
県

神
奈
川
県

2020
名名

鈴
木
紳
一
郎
68
、
藤
沢
市
、横

浜
市
立
大
、藤
沢

市
医
会
長
、県
医

副
会
長
・
会
長
。

外
・
肛
門
外
科
④

恵
比
須
　
享
68
、
横
浜
市
、

日
医
大
、
横
浜

市
医
副
会
長
、

県
医
副
会
長
。

消
内
・
内
科
⑤

笹
生
　
正
人
72
、
厚
木
市
、

東
京
医
大
、厚
木

医
会
長
、県
医
副

会
長
。
循
・
心

臓
血
管
外
科
④

石
井
　
貴
士
60
、川
崎
市
、東

邦
大
、
川
崎
市

医
理
事
、
県
医

副
会
長
。内
・
外
・

消
化
器
外
科
③

久
保
田
　
毅
67
、
平
塚
市
、

三
重
大
、
平
塚

市
医
理
事
、
県

医
理
事
。
内
科

②

小
松
幹
一
郎
52
、
相
模
原
市
、

千
葉
大
大
学
院
、

相
模
原
市
医
理

事
、
県
医
理
事
。

脳
神
経
内
科
④

藤
倉
　
寿
則
53
、
横
浜
市
、

東
海
大
、横
浜
市

医
常
任
理
事
、

県
医
理
事
。
循

環
器
内
・
内
科
②

戸
塚
　
武
和
73
、
横
浜
市
、

横
浜
市
立
大
、
横

浜
市
医
会
長
、
県

医
代
議
員
会
議

長
。
小
・
内
科
⑥

赤
羽
　
重
樹
64
、
横
浜
市
、
埼

玉
医
大
、
横
浜
市

医
常
任
理
事
・
副

会
長
。
内
・
呼
内
・

糖
尿
病
内
科
③

筑
丸
志
津
子
64
、
横
浜
市
、

東
海
大
、
横
浜

市
医
常
任
理

事
・
副
会
長
。

皮
・
形
成
外
科
③

豊
福
　
深
奈
64
、
横
浜
市
、

杏
林
大
、
横
浜

市
医
常
任
理
事
・

副
会
長
。
内
・

循
環
器
内
科
②

山
本
　
俊
夫
69
、
横
浜
市
、
埼

玉
医
大
、
横
浜
市

青
葉
区
医
会
長
、

横
浜
市
医
理
事
。

内
・
循
環
器
内
科
⑤

岡
野
　
敏
明
67
、
川
崎
市
、
聖
マ

リ
医
大
大
学
院
、川
崎

市
医
会
長
、県
医
代
議

員
会
副
議
長
。内
・
消

内
・
小
・
放
射
線
科
④

関
口
　
博
仁
62
、
川
崎
市
、

慈
恵
医
大
、
川

崎
市
医
理
事
・

副
会
長
。
内
・

皮
・
小
・
外
科
②

細
田
　
　
稔
72
、
相
模
原
市
、

北
里
大
、相
模
原

市
医
副
会
長
・

会
長
。
内
・
神

内
・
小
児
科
③

山
口
　
　
泰
67
、
鎌
倉
市
、順

天
堂
大
、鎌
倉
市

医
副
会
長
・
会
長
。

内
・
呼
内
・
循
内
・

消
化
器
内
科
②

五
十
棲
　
優
67
、
座
間
市
、

日
大
、
座
間
綾

瀬
医
副
会
長
・

会
長
。外
・
胃
腸
・

整
・
リ
ハ
科
①

飛
彈
　
康
則
63
、足
柄
上
郡
、

昭
和
大
、
足
柄

上
医
副
会
長
・

会
長
。内
・
外
・

小
・
皮
膚
科
③

久
保
田
　
亘
70
、
平
塚
市
、

国
立
滋
賀
医
大
、

平
塚
市
医
副
会

長
・
会
長
。
整
・

リ
ハ
・
内
科
③

渡
邊
　
清
治
68
、小
田
原
市
、

北
里
大
、
小
田

原
医
副
会
長
・

会
長
。
内
科
③

新
潟
県

新
潟
県

７７
名名

堂
前
洋
一
郎
76
、
新
潟
市
、

新
潟
大
、
県
医

会
長
、
日
医
理

事
。
整
形
外
科

⑨

川
合
　
千
尋
74
、
新
潟
市
、

杏
林
大
、
県
医

理
事
・
副
会

長
。
外
・
内
・

消
化
器
内
科
④

内
山
　
政
二
72
、
新
潟
市
、

新
潟
大
、
県
医

理
事
・
副
会

長
。
整
・
リ
ハ

科
④

上
田
　
昌
博
70
、
燕
市
、
新

潟
大
、
県
医
理

事
・
副
会
長
。

産
婦
人
科
③

高
橋
　
慶
一
72
、
上
越
市
、

東
大
、
上
越
医

副
会
長
・
会

長
。
糖
内
・
内

科
③

岡
田
　
　
潔
69
、新
潟
市
、東
京

医
大
、新
潟
市
医
会

長
、県
医
代
議
員
会

議
長
。
内
・
消
内
・

循
環
器
内
科
②

荒
井
　
義
彦
72
、
長
岡
市
、
聖
マ

リ
医
大
、
長
岡
市
医

会
長
、
県
医
代
議
員

会
副
議
長
。
内
・
脳

内
・
放
・
小
児
科
①

富
山
県

富
山
県

３３
名名

堀
地
　
　
肇
67
、
富
山
市
、

北
里
大
、
県
医

常
任
理
事
・
副

会
長
。
内
科
②

南
里
　
泰
弘
72
、
滑
川
市
、

金
沢
大
、
県
医

常
任
理
事
・
副

会
長
。
整
形
外

科
①

藤
田
　
　
一
65
、
高
岡
市
、

金
沢
大
、
高
岡

市
医
会
長
、
県

医
副
会
長
。
内

科
①

石
川
県

石
川
県

３３
名名

轟
　
千
栄
子
70
、
羽
咋
市
、

金
沢
医
大
、
県

医
理
事
・
副
会

長
。
小
児
科
①

橋
本
　
英
樹
68
、
金
沢
市
、

富
山
医
薬
大
、

県
医
理
事
・
副

会
長
。
外
科
②

上
棚
　
直
人
71
、加
賀
市
、金

沢
医
大
、
加
賀

市
医
顧
問
、
県

医
代
議
員
会
議

長
。
小
児
科
①

福
井
県

福
井
県

３３
名名

池
端
　
幸
彦
71
、
越
前
市
、

慶
應
大
、
県
医

副
会
長
・
会

長
。
外
科
⑦

安
川
　
繁
博
71
、
福
井
市
、

慈
恵
医
大
、
県

医
副
会
長
。
外

科
④

広
瀬
　
真
紀
76
、
鯖
江
市
、

川
崎
医
大
、
県

医
理
事
・
副
会

長
。
外
科
④

山
梨
県

山
梨
県

３３
名名

鈴
木
　
昌
則
71
、大
月
市
、浜
松

医
大
、北
都
留
医
会

長
、県
医
副
会
長
・

会
長
、
日
医
理
事
。

整
形
外
科
⑤

松
澤
　
　
仁
74
、
甲
府
市
、

金
沢
大
、
甲
府

市
医
理
事
、
県

医
副
会
長
。
整

形
外
科
②

小
林
　
正
洋
63
、
中
央
市
、

山
梨
医
大
、
中

巨
摩
医
副
会

長
、
県
医
副
会

長
。
内
科
②

長
野
県

長
野
県

５５
名名

若
林
　
　
透
67
、北
安
曇
郡
、

帝
京
大
、
県
医

総
務
理
事
・
会

長
。
内
科
⑤

飯
塚
　
康
彦
71
、
長
野
市
、

順
天
堂
大
、
県

医
常
務
理
事
・

副
会
長
。
内
・

外
科
③

野
邑
　
敏
夫
72
、
飯
田
市
、

大
阪
医
大
、
県

医
常
務
理
事
・

副
会
長
。内
・
消

内
・
小
児
科
③

森
　
　
浩
二
69
、
上
田
市
、

東
京
医
大
、
県

医
常
務
理
事
・

総
務
理
事
。内
・

循
環
器
内
科
③

溝
口
　
圭
一
61
、
諏
訪
郡
、

獨
協
医
大
、
県

医
常
務
理
事
。

内
・
循
環
器
内

科
②

岐
阜
県

岐
阜
県

７７
名名

臼
井
　
正
明
74
、
大
垣
市
、

順
天
堂
大
、
県

医
常
務
理
事
・

副
会
長
。
整
形

外
科
⑤

鳥
澤
　
英
紀
69
、
山
県
市
、

昭
和
大
、
山
県

医
会
長
、
県
医

副
会
長
。
内
・

小
児
科
⑤

磯
貝
　
光
治
58
、
岐
阜
市
、

岐
阜
大
、
県
医

常
務
理
事
。
小

児
科
①

佐
竹
　
真
一
52
、
瑞
穂
市
、

岐
阜
大
、
県
医

常
務
理
事
、
も

と
す
医
理
事
。

消
化
器
内
科
①

近
藤
　
由
香
65
、
岐
阜
市
、

東
京
女
子
医

大
、
県
医
常
務

理
事
。
耳
鼻
咽

喉
科
①

加
川
　
憲
作
68
、
各
務
原
市
、

岐
阜
大
、県
医
常

務
理
事
、各
務
原

市
医
監
事
。
循

環
器
内
科
②

山
本
　
昌
督
55
、
岐
阜
市
、

東
京
医
大
、
県

医
常
務
理
事
。

外
・
救
急
科
①

静
岡
県

静
岡
県

1010
名名

加
陽
　
直
実
71
、浜
松
市
、浜
松
医

大
、引
佐
郡
医
会
長
、

県
医
副
会
長
・
会
長
。

外
・
内
・
呼
内
・
消
内
・

小
・
肛
・
整
・
リ
ハ
科
④

齋
藤
　
昌
一
71
、
御
殿
場
市
、

岩
手
医
大
、御
殿

場
市
医
会
長
、県

医
副
会
長
。内
・

循
内
・
小
児
科
③

福
地
　
康
紀
66
、静
岡
市
、慈
恵

医
大
、静
岡
市
静
岡

医
会
長
、県
医
副
会

長
。外
・
消
内
・
肛
・

整
・
リ
ハ
科
④

髙
倉
　
英
博
74
、浜
松
市
、
東

京
医
大
、浜
松
市
浜

北
医
会
長
、県
医
副

会
長
。
外
・
内
・
呼

内
・
皮
・
リ
ハ
科
②

秋
山
　
欣
丈
58
、富
士
市
、獨

協
医
大
、
富
士

市
医
副
会
長
、

県
医
理
事
。外
・

消
化
器
内
科
②

滝
浪
　
　
實
68
、浜
松
市
、浜

松
医
大
、
浜
松

市
医
副
会
長
・

会
長
。循
・
内
・

外
・
リ
ハ
科
⑦

磯
部
　
俊
一
75
、富
士
市
、岡
山

大
、富
士
市
医
会

長
、
県
医
代
議
員

会
議
長
。外
・
胃
・

内
・
整
形
外
科
⑤

鈴
木
研
一
郎
58
、静
岡
市
、浜
松

医
大
、静
岡
市
静
岡

医
副
会
長
・
会
長
。

内
・
呼
内
・
循
内
・

ア
レ
・
小
児
科
②

森
　
　
泰
雄
71
、藤
枝
市
、浜

松
医
大
、志
太
医

会
長
、県
医
代
議

員
会
副
議
長
。

耳
鼻
咽
喉
科
①

田
中
日
出
和
68
、
裾
野
市
、

日
大
、
沼
津
医

会
長
、
県
医
理

事
。外
・
消
内
・

肛
門
外
科
①

愛
知
県

愛
知
県

2323
名名

加
藤
　
雅
通
66
、名
古
屋
市
、

東
海
大
、
県
医

副
会
長
・
理
事
。

外
・
乳
外
・
肛
・

内
科
⑨

大
輪
　
芳
裕
64
、
名
古
屋
市
、

愛
知
医
大
、県
医

副
会
長
・
会
長
、

日
医
理
事
。
内
・

皮
・
消
内
・
外
科
⑧

浅
井
　
清
和
71
、
西
尾
市
、
名

古
屋
保
健
衛
生
大
、

県
医
副
会
長
・
代

議
員
会
副
議
長
。

内
・
消
化
器
内
科
⑥

野
田
　
正
治
73
、瀬
戸
市
、岩

手
医
大
、日
医
理

事
、
県
医
副
会

長
・
代
議
員
会

議
長
。内
科
⑥

山
根
　
則
夫
73
、名
古
屋
市
、名
古

屋
市
立
大
、名
古
屋
市

医
会
長
、県
医
代
議
員

会
議
長
・
副
議
長
。内
・

消
内
・
糖
尿
病
内
科
⑤

加
藤
　
政
隆
68
、名
古
屋
市
、

名
大
、
名
古
屋

市
医
理
事
・
副

会
長
。内
・
胃
・

外
科
⑤

田
那
村
　
收
66
、
岡
崎
市
、

愛
知
医
大
、
岡

崎
市
医
理
事
、

県
医
理
事
。
呼

吸
器
内
科
⑤

福
井
　
雅
子
74
、
春
日
井
市
、

藤
田
保
健
衛
生

大
、
春
日
井
市
医

会
長
・
監
事
。内
・

循
環
器
内
科
④

大
石
　
明
宣
69
、
豊
川
市
、

日
大
、
豊
川
市

医
会
長
・
相
談

役
、
県
医
副
会

長
。
外
科
④

平
川
　
博
之
72
、八
王
子
市
、

金
沢
医
大
、八
王

子
市
医
理
事
、都

医
副
会
長
、
日
医

監
事
。
精
神
科
⑥

川
上
　
一
恵
63
、渋
谷
区
、筑

波
大
大
学
院
、

渋
谷
区
医
監

事
、
都
医
副
会

長
。小
・
内
科
③

指
田
　
　
純
68
、西
東
京
市
、帝

京
大
、西
東
京
市

医
監
事
、都
医
代

議
員
会
副
議
長
。

脳
外
・
内
・
外
科
③

落
合
　
和
彦
74
、
港
区
、
慈

恵
医
大
、
慈
恵

医
会
長
、
都
医

理
事
。
産
婦
人

科
⑥

小
林
　
弘
幸
65
、文
京
区
、順

天
堂
大
大
学
院
、

順
天
堂
大
医
理

事
、都
医
理
事
。

総
合
診
療
科
⑦

鳥
居
　
　
明
71
、
世
田
谷
区
、

慈
恵
医
大
大
学
院
、

世
田
谷
区
医
理
事
、

都
医
理
事
。内
・
消
・

ア
レ
ル
ギ
ー
科
④

西
田
　
伸
一
68
、
調
布
市
、

帝
京
大
、
調
布

市
医
会
長
、
都

医
理
事
。
内
・

外
・
小
児
科
③

弘
瀨
知
江
子
71
、大
田
区
、聖

マ
リ
医
大
大
学

院
、大
森
医
副
会

長
、都
医
理
事
。

内
・
小
児
科
①

佐
々
木
　
聡
66
、
台
東
区
、

福
島
県
立
医

大
、
浅
草
医
監

事
、都
医
理
事
。

眼
科
②

水
野
　
重
樹
71
、
板
橋
区
、

帝
京
大
、
板
橋

区
医
会
長
、
都

医
理
事
。脳
外
・

内
・
小
児
科
③

市
川
　
菊
乃
70
、墨
田
区
、東

京
女
子
医
大
、墨

田
区
医
会
長
、
都

医
理
事
。
耳
・
ア

レ
ル
ギ
ー
科
⑦

大
坪
由
里
子
55
、世
田
谷
区
、

東
京
女
子
医
大
、

世
田
谷
区
医
理

事
、都
医
理
事
。

内
・
腎
臓
内
科
①

増
田
　
幹
生
67
、
北
区
、
東

京
医
大
、
北
区

医
会
長
、
都
医

理
事
。
内
・
消

化
器
内
科
④

蓮
沼
　
　
剛
63
、
中
央
区
、

東
京
医
大
、
日

本
橋
医
監
事
、

都
医
監
事
。
内

科
⑥

坪
田
　
　
淳
61
、
港
区
、
杏

林
大
、
港
区
医

会
長
。
内
・
循

環
器
内
科
①

細
部
　
高
英
65
、
文
京
区
、

藤
田
学
園
保
健

衛
生
大
、
文
京

区
医
会
長
。
泌

尿
器
科
①

堀
　
浩
一
朗
62
、
台
東
区
、

埼
玉
医
大
、
浅

草
医
会
長
。
内

科
②

山
室
　
　
学
65
、
墨
田
区
、

日
医
大
大
学

院
、
墨
田
区
医

会
長
。
内
科
②

太
田
誠
一
郎
66
、
荒
川
区
、

獨
協
医
大
、
荒

川
区
医
会
長
。

眼
科
①

有
野
　
　
亨
65
、足
立
区
、慈

恵
医
大
、足
立
区

医
会
長
。内
・
循

内
・
呼
内
・
糖
内
・

小
・
皮
膚
科
①

中
川
　
陽
之
61
、江
戸
川
区
、

昭
和
大
、
江
戸

川
区
医
会
長
。

内
・
循
・
小
児

科
①

岡
部
富
士
子
76
、
新
宿
区
、

東
邦
大
、
新
宿

区
医
会
長
。

内
・
循
・
胃
腸

科
①

渡
邊
　
英
章
72
、
目
黒
区
、

順
天
堂
大
、
目

黒
区
医
会
長
。

内
・
消
内
・
皮

膚
科
③

安
藤
　
秀
彦
69
、
世
田
谷
区
、

自
治
医
大
、
世

田
谷
区
医
会
長
。

内
・
消
内
・
小
・

肛
門
外
科
①

池
上
　
晴
彦
60
、世
田
谷
区
、

筑
波
大
、
玉
川

医
会
長
。
内
・

循
環
器
内
科
②

内
藤
　
　
淳
69
、渋
谷
区
、東

京
医
大
大
学
院
、

渋
谷
区
医
会
長
。

内
・
呼
内
・
消
化

器
内
科
①

宇
野
　
真
二
60
、
中
野
区
、

慈
恵
医
大
、
中

野
区
医
会
長
。

内
科
①

淺
野
　
　
優
68
、
品
川
区
、

東
京
医
歯
大
、

品
川
区
医
会

長
。
小
・
内
科

②

秋
田
　
　
泰
66
、
大
田
区
、

昭
和
大
大
学

院
、
蒲
田
医
会

長
。
内
・
小
・

皮
膚
科
①

田
中
　
　
豊
64
、
北
区
、
東

京
医
大
大
学

院
、
北
区
医
副

会
長
。
耳
鼻
咽

喉
科
①

小
林
裕
太
郎
58
、
豊
島
区
、

聖
マ
リ
医
大
、

豊
島
区
医
会

長
。内
・
消
内
・

小
・
皮
膚
科
①

齋
藤
　
英
治
66
、
板
橋
区
、

日
大
大
学
院
、

板
橋
区
医
会

長
。
内
・
小
児

科
③

加
藤
　
一
彦
73
、
狛
江
市
、

大
阪
医
大
、
北

多
摩
医
会
長
。

内
・
外
・
消
化

器
内
科
②

荒
井
　
　
敏
67
、
調
布
市
、

聖
マ
リ
医
大
、

調
布
市
医
会

長
。
内
・
循
環

器
内
科
①

渡
邉
　
直
幸
62
、
三
鷹
市
、

杏
林
大
、
三
鷹

市
医
会
長
。
小

児
科
①

小
林
　
哲
也
65
、
府
中
市
、

東
京
医
大
、
府

中
市
医
会
長
。

内
科
①

山
下
　
弘
一
65
、町
田
市
、聖

マ
リ
医
大
、町
田

市
医
会
長
。内
・

神
内
・
脳
外
・
放

射
線
科
①

冨
上
　
雅
好
68
、
立
川
市
、

高
知
医
大
、
立

川
市
医
会
長
。

整
・
リ
ハ
・

外
・
内
科
①

相
良
　
博
典
67
、
品
川
区
、

獨
協
医
大
、
昭

和
医
大
医
会

長
。
呼
・
ア
レ

ル
ギ
ー
内
科
①

中
島
　
耕
一
58
、
大
田
区
、

東
邦
大
、
東
邦

大
医
会
長
。
泌

尿
器
科
①
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渡
辺
　
嘉
郎
66
、豊
橋
市
、順

天
堂
大
、
豊
橋

市
医
理
事
、
県

医
理
事
。
内
・

循
環
器
内
科
④

松
浦
　
誠
司
63
、愛
知
郡
、名

古
屋
市
立
大
、

東
名
古
屋
医
副

会
長
、
県
医
理

事
。
内
科
④

西
脇
　
　
毅
59
、
一
宮
市
、

岐
阜
大
、
県
医

理
事
・
副
会

長
。
内
科
③

大
島
　
宏
之
71
、稲
沢
市
、旭

川
医
大
、
稲
沢

市
医
会
長
・
監

事
・
顧
問
。胃
内
・

外
・
リ
ハ
科
②

岡
本
　
　
晃
69
、
知
多
市
、

愛
知
医
大
、
知

多
郡
医
参
与
、

県
医
理
事
。
整

形
外
科
②

牧
　
　
篤
彦
67
、名
古
屋
市
、

名
大
、
名
古
屋

市
医
副
会
長
。

外
科
②

生
川
　
剛
史
66
、名
古
屋
市
、

愛
知
医
大
、
名

古
屋
市
医
副
会

長
。
産
婦
人
科

②

加
藤
　
　
豊
65
、名
古
屋
市
、

名
大
、
県
医
理

事
。
内
科
②

舩
橋
　
克
明
61
、名
古
屋
市
、

愛
知
医
大
、
県

医
理
事
。
内
・

外
・
小
児
科
②

髙
橋
　
昌
久
60
、
豊
田
市
、

香
川
医
大
、
豊

田
加
茂
医
副
会

長
、県
医
理
事
。

小
児
科
②

小
林
　
邦
生
55
、
名
古
屋
市
、

名
古
屋
市
立
大
、名

古
屋
市
北
区
医
会

長
、
県
医
理
事
・

副
会
長
。
内
科
②

櫻
井
　
義
也
67
、
一
宮
市
、

関
西
医
大
、
一

宮
市
医
会
長
。

循
環
器
内
科
①

春
原
　
晶
代
67
、名
古
屋
市
、

名
古
屋
市
立

大
、県
医
理
事
。

皮
膚
科
①

小
原
　
　
淳
66
、
岡
崎
市
、

順
天
堂
大
、
岡

崎
市
医
会
長
・

監
事
。
内
科
①

三
重
県

三
重
県

６６
名名

馬
岡
　
　
晋
71
、
伊
賀
市
、

杏
林
大
、
県
医

副
会
長
・
会

長
。
内
科
⑦

野
村
　
豊
樹
72
、
津
市
、
三

重
大
、
県
医
常

任
理
事
・
副
会

長
。
小
児
科
③

片
岡
　
紀
和
69
、
四
日
市
市
、

東
京
医
大
、
四

日
市
市
医
参
与
、

県
医
副
会
長
。

整
形
外
科
②

今
野
信
太
郎
68
、
津
市
、
名

古
屋
保
健
衛
生

大
、津
地
区
医
副

会
長
、県
医
常
任

理
事
。
眼
科
③

坂
倉
　
健
二
68
、
四
日
市
市
、

三
重
大
、
四
日

市
市
医
理
事
、

県
医
常
任
理
事
。

耳
鼻
咽
喉
科
①

曽
我
　
俊
彦
68
、
亀
山
市
、

三
重
大
、
亀
山

医
監
事
、
県
医

理
事
。
内
科
②

滋
賀
県

滋
賀
県

３３
名名

木
村
　
　
隆
72
、
大
津
市
、
関

西
医
大
、大
津
市

医
会
長
、県
医
副

会
長
。
内
・
心
内
・

ア
レ
ル
ギ
ー
科
②

中
野
　
悦
次
78
、草
津
市
、阪

大
、草
津
栗
東

医
副
会
長
、県

医
代
議
員
会
議

長
。泌
・
内
科
②

福
田
　
正
悟
71
、守
山
市
、鹿

児
島
大
、守
山

野
洲
医
会
長
、

県
医
理
事
。内
・

呼
吸
器
内
科
①

京
都
府

京
都
府

７７
名名

松
井
　
道
宣
68
、京
都
市
、兵
庫

医
大
、府
医
副
会

長
・
会
長
、日
医
理

事
・
監
事
。内
・
整
・

精
・
糖
尿
病
内
科
⑨

谷
口
　
洋
子
64
、京
都
市
、京

都
府
立
医
大
、

府
医
理
事
・
副

会
長
。内
・
循
・

小
児
科
④

禹
　
　
　
満
72
、
京
都
市
、

関
西
医
大
、
府

医
理
事
・
副
会

長
。
小
児
科
②

上
田
　
朋
宏
65
、
京
都
市
、

産
業
医
大
、
府

医
理
事
・
副
会

長
。
泌
尿
器
科

②

米
林
　
功
二
59
、
京
都
市
、

大
阪
医
大
、
府

医
理
事
・
副
会

長
。
皮
膚
科
①

武
田
　
貞
子
60
、
京
都
市
、

川
崎
医
大
、
府

医
理
事
。
内
科

②

辻
　
　
幸
子
72
、京
都
市
、京

都
府
立
医
大
、

府
医
理
事
・
代

議
員
会
議
長
。

小
・
内
科
②

大
阪
府

大
阪
府

3333
名名

澤
　
　
芳
樹
70
、
大
阪
市
、

阪
大
、
吹
田
市

医
理
事
、
府
医

副
会
長
。
心
臓

血
管
外
科
⑨

井
口
　
和
彦
79
、
大
阪
市
、
関

西
医
大
、旭
区
医

会
長
、府
医
代
議

員
会
副
議
長
。内
・

消
・
循
環
器
科
⑨

岡
原
　
　
猛
80
、堺
市
、大
阪
市

立
大
、堺
市
医
会

長
・
顧
問
、
府
医

代
議
員
会
議
長
。

内
・
小
・
皮
膚
科
⑧

津
森
　
孝
生
75
、東
大
阪
市
、
和

歌
山
県
立
医
大
、河

内
医
会
長
・
監
事
、

府
医
監
事
。内
・
整
・

外
・
リ
ハ
科
⑦

白
江
　
淳
郎
74
、
藤
井
寺
市
、

大
阪
医
大
、藤
井
寺

市
医
会
長
・
監
事
・

代
議
員
会
議
長
。

内
・
麻
・
小
児
科
⑦

阪
本
　
　
栄
70
、
大
阪
狭
山

市
、
川
崎
医
大
、

大
阪
狭
山
市
医

理
事
、府
医
副
会

長
。
精
神
科
⑦

増
田
　
　
博
69
、
羽
曳
野
市
、

大
阪
市
立
大
、羽

曳
野
市
医
会
長
・

監
事
。整
・
リ
ハ
・

リ
ウ
マ
チ
科
⑦

栗
山
　
隆
信
70
、
三
島
郡
、

神
戸
大
、
高
槻

市
医
顧
問
、
府

医
監
事
。
内
・

呼
吸
器
科
⑥

上
野
　
　
豊
76
、
茨
木
市
、
大

阪
医
大
、茨
木
市

医
会
長
、
府
医
代

議
員
会
議
長
。内
・

小
・
神
経
内
科
⑤

西
川
　
正
治
73
、堺
市
、関
西

医
大
、堺
市
医
副

会
長
・
会
長
・
顧

問
。整
・
リ
ハ
・
リ

ウ
マ
チ
科
④

松
山
　
浩
吉
73
、東
大
阪
市
、

関
西
医
大
、
布

施
医
会
長
・
監

事
。
耳
鼻
咽
喉

科
③

北
村
　
良
夫
68
、
大
阪
市
、

九
大
、
旭
区
医

理
事
、
府
医
副

会
長
。内
・
皮
・

リ
ハ
科
③

宮
川
　
松
剛
67
、
大
阪
市
、

金
沢
医
大
、
府

医
理
事
・
副
会

長
。
内
・
循
環

器
科
③

福
島
　
若
葉
52
、
大
阪
市
、

大
阪
市
立
大
、

日
医
代
議
員
。

公
衆
衛
生
学
⑤

高
山
　
康
夫
69
、
枚
方
市
、

関
西
医
大
、
関

西
医
大
医
会

長
。
内
科
④

森
脇
　
真
一
64
、
高
槻
市
、
大

阪
医
大
、大
阪
医

大
医
副
会
長
、大

阪
医
薬
大
医
会

長
。皮
膚
科
学
④

久
礼
三
子
雄
77
、岸
和
田
市
、

高
知
医
大
、
岸

和
田
市
医
会

長
・
監
事
。消
・

内
・
外
科
②

川
西
　
克
幸
75
、
吹
田
市
、

関
西
医
大
、
吹

田
市
医
会
長
・

監
事
。内
・
小
・

放
射
線
科
②

辻
　
　
正
純
70
、
大
阪
市
、

関
西
医
大
、
東

淀
川
区
医
副
会

長
・
会
長
。外
・

整
・
内
科
②

大
平
　
真
司
69
、東
大
阪
市
、

宮
崎
医
大
、
河

内
医
副
会
長
、

府
医
理
事
。
耳

鼻
咽
喉
科
②

笠
原
　
幹
司
65
、東
大
阪
市
、

大
阪
医
大
、
府

医
理
事
。
産
婦

人
科
②

飯
尾
　
雅
彦
70
、
豊
中
市
、

阪
大
、
豊
中
市

医
会
長
・
監

事
。
内
・
循
・

小
・
外
科
①

鍬
方
　
安
行
67
、
筑
波
大
、

府
医
理
事
。
救

急
科
①

前
川
た
か
し
72
、
堺
市
、
大

阪
医
大
、
堺
市

医
理
事
、
府
医

理
事
。
泌
尿
器

科
①

森
口
　
久
子
66
、守
口
市
、近

畿
大
、
守
口
市
医

副
会
長
、
府
医
理

事
。
内
・
小
・
ア

レ
・
呼
吸
器
科
①

永
濵
　
　
要
63
、門
真
市
、関

西
医
大
、
門
真

市
医
理
事
、
府

医
理
事
。
内
・

循
・
小
児
科
①

後
藤
　
浩
之
62
、
大
阪
市
、
高

知
医
大
、都
島
区

医
副
会
長
、
府
医

理
事
。内
・
呼
内
・

ア
レ
ル
ギ
ー
科
①

岩
本
　
伸
一
61
、大
阪
市
、京

都
府
立
医
大
、

東
成
区
医
会
長
、

府
医
理
事
。内
・

外
・
小
児
科
①

岡
原
　
和
弘
63
、堺
市
、奈
良
県

立
医
大
、堺
市
医
会

長
、府
医
代
議
員
会

副
議
長
。内
・
消
内
・

外
・
リ
ハ
科
①

遠
山
　
祐
司
68
、大
阪
市
、関

西
医
大
、都
島
区

医
会
長
・
代
議
員

会
議
長
。耳
・
気

管
食
道
外
科
①

本
出
　
　
肇
66
、
大
阪
市
、

大
阪
医
大
、
北

区
医
理
事
・
会

長
。
内
・
外
・

消
化
器
内
科
①

渡
邉
　
一
男
67
、枚
方
市
、金

沢
医
大
、
枚
方

市
医
名
誉
会
長
。

内
・
小
・
皮
・
ア
レ

ル
ギ
ー
科
①

泉
岡
　
利
雄
64
、大
阪
市
、関

西
医
大
、
都
島

区
医
会
長
・
監

事
。
内
・
循
内
・

小
・
放
射
線
科
①

兵
庫
県

兵
庫
県1818

名名（
１
名
欠
員
）

（
１
名
欠
員
）

八
田
　
昌
樹
72
、尼
崎
市
、近

畿
大
、
尼
崎
市

医
会
長
、
県
医

会
長
、
日
医
理

事
。外
・
内
科
④

橋
本
　
　
寛
73
、明
石
市
、神

戸
大
大
学
院
、県

医
常
任
理
事
・
副

会
長
。小
・
ア
レ

ル
ギ
ー
科
⑧

岡
林
　
孝
直
72
、
神
戸
市
、

大
阪
医
大
、
県

医
常
任
理
事
・

副
会
長
。
内
・

循
環
器
科
③

三
浦
　
一
樹
66
、西
宮
市
、金

沢
医
大
、
県
医

常
任
理
事
・
副

会
長
。
胃
・
外
・

内
・
小
児
科
④

荒
木
　
邦
公
69
、
神
戸
市
、
宮

崎
医
大
、神
戸
市

医
代
議
員
会
副
議

長
・
副
会
長
。整
・

リ
ウ
・
リ
ハ
科
③

堀
本
　
仁
士
65
、神
戸
市
、
大

阪
医
大
、神
戸
市

東
灘
区
医
会
長
、

神
戸
市
医
会
長
。

循
・
呼
・
外
科
③

瓦
井
　
博
子
59
、
姫
路
市
、

岡
山
大
、
姫
路

市
医
理
事
、
県

医
常
任
理
事
。

耳
鼻
咽
喉
科
③

平
林
　
弘
久
62
、芦
屋
市
、島
根

医
大
、芦
屋
市
医

副
会
長
、県
医
常

任
理
事
。内
・
外
・

呼
・
循
環
器
科
③

片
山
　
　
啓
73
、
神
戸
市
、

東
大
、
神
戸
市

灘
区
医
会
長
、

県
医
常
任
理

事
。
小
児
科
②

中
田
　
邦
也
72
、加
古
川
市
、神

戸
大
、加
古
川
医
会

長
、県
医
代
議
員
会

議
長
。内
・
消
内
・

糖
尿
病
内
科
②

明
渡
　
　
寛
65
、宝
塚
市
、阪

大
、
宝
塚
市
医

会
長
。
内
・
循

内
・
消
化
器
内

科
②

國
部
　
伸
也
64
、
姫
路
市
、

川
崎
医
大
、
姫

路
市
医
副
会

長
・
会
長
。
内

科
②

花
田
　
　
進
71
、神
戸
市
、神

戸
大
、県
医
常
任

理
事
・
代
議
員
会

副
議
長
。精
・
心

療
内
科
③

久
次
米
健
市
77
、神
戸
市
、関

西
医
大
、長
田
区

医
会
長
、神
戸
市

医
副
会
長
。内
・

循
環
器
内
科
①

杉
本
　
貴
樹
69
、
洲
本
市
、

神
戸
大
、
洲
本

市
医
理
事
、
県

医
理
事
。
循
環

器
外
科
①

山
本
　
裕
信
61
、
伊
丹
市
、

兵
庫
医
大
、
伊

丹
市
医
副
会

長
。
泌
尿
器
科

①

原
　
　
秀
憲
51
、尼
崎
市
、近

畿
大
、
尼
崎
市

医
会
長
、
県
医

理
事
。
内
・
脳

内
・
リ
ハ
科
①

奈
良
県

奈
良
県

５５
名名

安
東
　
範
明
65
、
橿
原
市
、

奈
良
県
立
医

大
、
県
医
副
会

長
・
会
長
。
内

科
⑤

友
岡
　
俊
夫
68
、
生
駒
市
、

愛
媛
大
、
生
駒

地
区
医
会
長
、

県
医
副
会
長
。

内
科
③

岩
井
　
　
誠
67
、
奈
良
市
、

帝
京
大
、
県
医

理
事
・
副
会

長
。
整
・
リ
ハ

科
③

赤
㟢
　
正
佳
72
、
桜
井
市
、

兵
庫
医
大
、
県

医
理
事
。
産
婦

人
科
①

安
田
　
志
郎
69
、香
芝
市
、近
畿

大
、北
葛
城
地
区

医
会
長
、県
医
代

議
員
会
議
長
。
内
・

外
・
放
射
線
科
③

和
歌
山
県

和
歌
山
県

３３
名名

平
石
　
英
三
74
、和
歌
山
市
、

和
歌
山
県
立
医

大
、
県
医
副
会

長
・
会
長
。
小

児
科
⑤

上
林
雄
史
郎
79
、和
歌
山
市
、

和
歌
山
県
立
医

大
、県
医
理
事
・

副
会
長
。神
内
・

内
・
リ
ハ
科
⑥

木
下
　
智
弘
71
、
岩
出
市
、

近
畿
大
、
県
医

理
事
・
副
会

長
。
小
児
科
③

鳥
取
県

鳥
取
県

２２
名名

清
水
　
正
人
64
、
倉
吉
市
、

慈
恵
医
大
、
県

医
副
会
長
・
会

長
。
整
形
外
科

⑦

瀬
川
　
謙
一
69
、
八
頭
郡
、

北
里
大
、
県
医

常
任
理
事
・
副

会
長
。
内
科
②

島
根
県

島
根
県

２２
名名

森
本
　
紀
彦
80
、
松
江
市
、

京
大
、
松
江
市

医
会
長
、
県
医

会
長
。
産
婦
人

科
⑤

齋
藤
　
寛
治
77
、
浜
田
市
、

信
州
大
、
浜
田

市
医
会
長
、
県

医
副
会
長
。
小

児
科
③

岡
山
県

岡
山
県

６６
名名

内
田
耕
三
郎
73
、岡
山
市
、東

京
医
大
、岡
山

市
医
会
長
、
県

医
会
長
。
内
・

小
児
科
⑤

難
波
　
一
弘
69
、
倉
敷
市
、

東
京
医
大
、
倉

敷
医
会
長
、
県

医
副
会
長
。
内

科
①

今
城
　
健
二
68
、
岡
山
市
、

岡
山
大
、
岡
山

市
医
副
会
長
、

県
医
副
会
長
。

内
科
①

滝
澤
　
貴
昭
71
、岡
山
市
、
岡

山
大
、赤
磐
医
会

長
、県
医
代
議
員

会
議
長
。脳
外
・

神
経
内
科
①

宮
本
　
　
亨
72
、
津
山
市
、

鳥
取
大
、
津
山

市
医
会
長
、
県

医
専
務
理
事
。

皮
膚
科
①

山
田
　
　
斉
71
、
倉
敷
市
、

昭
和
大
、倉
敷
医

会
長
、県
医
会
計

担
当
理
事
。内
・

循
環
器
内
科
①

広
島
県

広
島
県

1212
名名

松
村
　
　
誠
76
、
広
島
市
、
広

島
大
、広
島
市
医

会
長
、県
医
会
長
、

日
医
理
事
。循
内
・

内
・
外
科
⑩

吉
川
　
正
哉
73
、広
島
市
、順

天
堂
大
、
安
佐

医
会
長
、
県
医

副
会
長
。
内
・

消
化
器
内
科
⑦

鳴
戸
　
謙
嗣
76
、三
次
市
、東
京

医
大
、
三
次
地
区
医

会
長
・
専
務
理
事
、

県
医
代
議
員
会
議

長
。
外
・
内
科
⑥

玉
木
　
正
治
64
、
呉
市
、
日

大
、
呉
市
医
会

長
、
県
医
副
会

長
。
産
婦
人
科

⑤

岩
崎
　
泰
政
68
、福
山
市
、昭

和
大
、
福
山
市

医
副
会
長
、県

医
副
会
長
。皮
・

形
成
外
科
④

茗
荷
　
浩
志
66
、広
島
市
、広

島
大
、
広
島
市

佐
伯
区
医
副
会

長
、
県
医
常
任

理
事
。
内
科
④

山
田
　
謙
慈
73
、
東
広
島
市
、
広

島
大
、東
広
島
地
区

医
会
長
、県
医
常
任

理
事
。脳
外
・
神
内
・

リ
ハ
科
④

山
本
　
　
匡
66
、広
島
市
、昭

和
大
、
広
島
市

医
会
長
、
県
医

理
事
。
皮
・
ア

レ
ル
ギ
ー
科
③

石
井
　
哲
朗
62
、
呉
市
、
九

大
、
呉
市
医
会

長
、県
医
理
事
。

外
・
整
・
内
科

③

伊
藤
　
公
訓
62
、
広
島
市
、

広
島
大
、
県
医

理
事
。
内
科
②

藤
岡
　
正
浩
66
、
福
山
市
、

岡
山
大
、
福
山

市
医
会
長
、
県

医
理
事
。
内
・

外
科
①
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大
本
　
　
崇
64
、広
島
市
、東

京
医
大
、
安
佐

医
会
長
、
県
医

理
事
。麻
・
内
・
消

内
・
小
児
科
①

山
口
県

山
口
県

５５
名名

加
藤
　
智
栄
71
、
山
陽
小
野

田
市
、山
口
大
、

県
医
副
会
長
・

会
長
。
外
科
⑥

沖
中
　
芳
彦
70
、
宇
部
市
、

山
口
大
、
県
医

常
任
理
事
・
副

会
長
。
耳
鼻
咽

喉
科
⑤

中
村
　
　
洋
71
、
山
口
市
、

山
口
大
、
県
医

常
任
理
事
・
副

会
長
。
放
射
線

科
⑤

伊
藤
　
真
一
55
、
下
関
市
、

福
岡
大
、
県
医

理
事
・
専
務
理

事
。
腎
臓
内
科

③

縄
田
　
修
吾
61
、
宇
部
市
、

山
口
大
、
県
医

理
事
・
常
任
理

事
。
婦
人
科
①

徳
島
県

徳
島
県

４４
名名

森
　
　
俊
明
68
、
徳
島
市
、

自
治
医
大
、
県

医
副
会
長
・
会

長
。
外
・
肛
門

科
⑧

田
山
　
正
伸
74
、
徳
島
市
、

徳
島
大
、
県
医

常
任
理
事
・
副

会
長
。
小
児
科

②

吉
岡
　
一
夫
69
、
徳
島
市
、

徳
島
大
、
県
医

常
任
理
事
・
副

会
長
。
外
科
②

本
藤
　
秀
樹
75
、
徳
島
市
、

徳
島
大
、
県
医

常
任
理
事
・
副

会
長
。
脳
神
経

外
科
①

香
川
県

香
川
県

４４
名名

久
米
川
　
啓
72
、高
松
市
、東

京
医
大
、
県
医

副
会
長
・
会
長
、

日
医
理
事
。外
・

消
化
器
外
科
⑤

若
林
　
久
男
67
、
高
松
市
、

愛
媛
大
、
県
医

常
任
理
事
・
副

会
長
。
外
科
⑤

谷
本
　
雅
人
62
、
高
松
市
、

徳
島
大
、
県
医

常
任
理
事
・
副

会
長
。
内
科
②

伊
藤
　
輝
一
75
、高
松
市
、東

京
医
大
、高
松
市

医
会
長
、県
医
代

議
員
会
議
長
。

脳
神
経
外
科
④

愛
媛
県

愛
媛
県

６６
名名

木
本
　
　
眞
72
、
今
治
市
、

順
天
堂
大
、
今

治
市
医
副
会

長
・
会
長
。内
・

放
射
線
科
①

福
田
　
　
浩
62
、
松
山
市
、

愛
媛
大
、
県
医

理
事
・
常
任
理

事
。
循
内
・
内

科
②

藤
㟢
　
智
明
62
、
松
山
市
、

九
大
、
県
医
理

事
・
常
任
理

事
。
内
・
血
液

内
科
①

清
岡
　
博
士
60
、宇
和
島
市
、

高
知
医
大
、
県

医
理
事
、
宇
和

島
医
会
長
。
眼

科
①

矢
野
　
　
誠
58
、
松
山
市
、

愛
媛
大
、
松
山

市
医
副
会
長
・

会
長
。
内
・
消

化
器
内
科
①

長
尾
奈
穂
子
51
、
松
山
市
、

九
大
、
松
山
市

医
理
事
、
県
医

理
事
。
精
神
科

①

高
知
県

高
知
県

３３
名名

野
並
　
誠
二
71
、高
知
市
、帝

京
大
、高
知
市

医
会
長
、県
医

副
会
長
・
会
長
。

整
・
リ
ハ
科
④

藤
田
　
泰
宏
72
、
香
南
市
、

宮
崎
医
大
、香
美

郡
医
理
事
、県
医

代
議
員
会
議
長
。

整
・
リ
ハ
科
③

高
㟢
　
元
宏
68
、高
知
市
、高

知
医
大
、
高
知

市
医
会
長
、
県

医
副
会
長
。内
・

消
化
器
内
科
①

福
岡
県

福
岡
県

1919
名名

平
田
　
泰
彦
73
、
福
岡
市
、

九
大
、
福
岡
市

医
会
長
、
県
医

副
会
長
・
会

長
。
内
科
⑦

大
木
　
　
實
79
、福
岡
市
、東

京
医
大
、県
医
常

任
理
事
、福
岡
市

医
副
会
長
。
整

形
外
科
①

杉
　
　
健
三
78
、大
牟
田
市
、

久
留
米
大
、
大

牟
田
医
会
長
、

県
医
副
会
長
。

循
環
器
内
科
④

松
尾
　
喬
之
73
、
糟
屋
郡
、

久
留
米
大
、
粕

屋
医
副
会
長
・

会
長
。
外
科
③

松
浦
　
　
弘
71
、
福
岡
市
、

九
大
、
福
岡
市

医
常
任
理
事
・

副
会
長
。
外
科

③

瀬
戸
　
裕
司
71
、大
野
城
市
、

名
古
屋
保
健
衛

生
大
、
県
医
専

務
理
事
・
副
会

長
。
精
神
科
⑥

岡
部
　
浩
司
71
、
田
川
市
、

久
留
米
大
、
田

川
医
副
会
長
・

会
長
。
循
環
器

内
科
①

石
橋
　
正
彦
70
、
大
野
城
市
、

久
留
米
大
、筑
紫

医
会
長
、県
医
代

議
員
会
議
長
。

内
・
精
神
科
⑥

田
邉
　
庸
一
70
、
朝
倉
市
、

福
岡
大
、
朝
倉

医
副
会
長
・
会

長
。
内
科
①

島
田
昇
二
郎
70
、
小
郡
市
、

久
留
米
大
、
小

郡
三
井
医
会

長
、
県
医
副
会

長
。
外
科
③

大
原
　
紀
彦
69
、
行
橋
市
、

岩
手
医
大
、
京

都
医
理
事
・
会

長
。
内
科
④

香
月
き
ょ
う
子
68
、北
九
州
市
、

福
岡
大
、
県
医

理
事
、
北
九
州

市
門
司
区
医
会

長
。
内
科
①

酒
井
　
　
良
68
、大
川
市
、獨

協
医
大
、大
川
三

潴
医
会
長
、
県

医
代
議
員
会
議

長
。
小
児
科
④

松
村
　
　
洋
68
、
北
九
州
市
、

福
岡
大
、北
九
州

市
小
倉
医
会
長
、

北
九
州
市
医
会

長
。
内
科
④

案
浦
　
美
雪
62
、
福
岡
市
、

福
岡
大
、
福
岡

市
医
常
任
理

事
・
副
会
長
。

内
科
②

堤
　
　
康
博
62
、北
九
州
市
、

久
留
米
大
、
県

医
専
務
理
事
・

副
会
長
。
精
神

科
⑦

菊
池
　
仁
志
62
、
福
岡
市
、

久
留
米
大
、
福

岡
市
医
副
会

長
・
会
長
。
神

経
内
科
③

原
　
　
祐
一
59
、福
岡
市
、東

京
医
歯
大
、
福

岡
市
医
理
事
、

県
医
常
任
理

事
。
精
神
科
①

西
田
　
英
一
59
、北
九
州
市
、

北
大
、
北
九
州

市
医
理
事
、
北

九
州
市
八
幡
医

会
長
。
内
科
①

佐
賀
県

佐
賀
県

４４
名名

志
田
　
正
典
70
、
佐
賀
市
、

久
留
米
大
、
県

医
副
会
長
・
会

長
。
内
科
⑤

森
永
　
幸
二
65
、
唐
津
市
、

獨
協
医
大
、
唐

津
東
松
浦
医
会

長
、
県
医
副
会

長
。
外
科
③

貝
原
　
良
太
64
、
武
雄
市
、

福
岡
大
、
県
医

専
務
理
事
・
副

会
長
。
内
科
③

枝
國
源
一
郎
59
、
佐
賀
市
、

佐
賀
医
大
、
県

医
常
任
理
事
・

専
務
理
事
。
外

科
②

長
崎
県

長
崎
県

７７
名名

釣
船
　
崇
仁
69
、
長
崎
市
、

長
崎
大
、
県
医

副
会
長
・
会

長
。
外
科
⑤

尾
㟢
　
　
誠
59
、
長
崎
市
、

長
崎
大
、
長
崎

大
医
理
事
、
県

医
理
事
。
整
形

外
科
④

佐
藤
　
光
治
71
、
諫
早
市
、

久
留
米
大
、
諫

早
医
会
長
、
県

医
副
会
長
。
外

科
⑤

鷲
峯
　
久
紀
63
、佐
世
保
市
、

宮
崎
医
大
大
学

院
、県
医
理
事
、

佐
世
保
市
医
会

長
。
内
科
②

髙
尾
　
雅
已
65
、
島
原
市
、

杏
林
大
、
島
原

市
医
会
長
。
循

環
器
内
科
②

中
谷
　
　
晃
68
、
長
崎
市
、

長
崎
大
、
県
医

理
事
、
長
崎
市

医
会
長
。
心
療

内
科
①

瀬
戸
　
牧
子
72
、西
彼
杵
郡
、

長
崎
大
、
県
医

常
任
理
事
・
副

会
長
。
脳
神
経

内
科
①

熊
本
県

熊
本
県

７７
名名

水
足
秀
一
郎
69
、
山
鹿
市
、

川
崎
医
大
、
県

医
副
会
長
・
会

長
。
内
・
消
化

器
内
科
⑤

坂
本
不
出
夫
76
、
水
俣
市
、

慈
恵
医
大
、
県

医
理
事
・
副
会

長
。
外
・
消
化

器
科
⑧

金
澤
　
知
徳
76
、
熊
本
市
、

久
留
米
大
、
県

医
理
事
・
副
会

長
。
循
環
器
内

科
⑤

川
野
　
　
尚
59
、
熊
本
市
、

熊
本
大
、
県
医

理
事
・
副
会

長
。
泌
尿
器
科

①

園
田
　
　
寛
72
、
熊
本
市
、

熊
本
大
、
熊
本

市
医
副
会
長
・

会
長
。
脳
神
経

外
科
⑤

平
井
　
俊
範
62
、
熊
本
市
、

熊
本
大
、
熊
本

大
医
会
長
、
県

医
理
事
。
放
射

線
科
②

宮
本
　
大
典
63
、
熊
本
市
、

熊
本
大
、
熊
本

市
医
理
事
・
副

会
長
。
外
・
消

化
器
内
科
①

大
分
県

大
分
県

５５
名名

河
野
　
幸
治
72
、
別
府
市
、

川
崎
医
大
、
県

医
会
長
、
日
医

理
事
。
小
児
科

⑥

内
田
　
一
郎
68
、
別
府
市
、

島
根
医
大
、
県

医
常
任
理
事
・

副
会
長
。
消
化

器
外
科
③

石
和
　
　
俊
71
、
大
分
市
、

長
崎
大
、
大
分

市
医
副
会
長
、

県
医
副
会
長
。

小
児
科
②

松
岡
幸
一
郎
79
、
九
大
、
県

医
代
議
員
会
副

議
長
・
議
長
。

産
婦
人
科
⑩

帆
秋
　
善
生
72
、大
分
市
、
久

留
米
大
、大
分
郡

市
医
議
長
、
県

医
代
議
員
会
副

議
長
。精
神
科
②

宮
崎
県

宮
崎
県

４４
名名

河
野
　
雅
行
81
、
宮
崎
市
、鹿

児
島
大
、県
医
副

会
長
・
会
長
、日

医
理
事
・
監
事
。

整
・
リ
ハ
科
⑧

小
牧
　
　
斎
76
、
宮
崎
市
、

鹿
児
島
大
、
県

医
常
任
理
事
・

副
会
長
。
内
科

④

金
丸
　
吉
昌
72
、東
諸
県
郡
、

宮
崎
医
大
、
県

医
常
任
理
事
・

副
会
長
。
内
科

②

市
来
　
能
成
63
、
宮
崎
市
、

山
口
大
、
宮
崎

市
郡
医
副
会

長
、
県
医
常
任

理
事
。
内
科
③

鹿
児
島
県

鹿
児
島
県

９９
名名

牧
角
　
寛
郎
71
、
枕
崎
市
、
聖

マ
リ
医
大
、
県
医
副

会
長
・
会
長
。消
内
・

内
・
呼
内
・
循
内
・
外
・

肛
・
放
・
麻
酔
科
⑦

大
西
　
浩
之
65
、
薩
摩
川
内

市
、鹿
児
島
大
、県

医
常
任
理
事
・
副

会
長
。内
・
消
内
・

循
環
器
内
科
④

桶
谷
　
　
薫
68
、鹿
児
島
市
、

鹿
児
島
大
、
県

医
常
任
理
事
・

副
会
長
。
内
・

消
化
器
内
科
③

黒
木
　
康
文
66
、阿
久
根
市
、

東
海
大
、
県
医

理
事
・
常
任
理

事
。消
内
・
内
・

外
科
⑤

中
島
　
　
均
67
、鹿
児
島
市
、

鹿
児
島
大
、
県

医
理
事
・
常
任

理
事
。
循
内
・

内
科
④

上
塘
　
正
人
65
、鹿
児
島
市
、

鹿
児
島
大
、
県

医
理
事
・
常
任

理
事
。
産
婦
人

科
③

立
元
　
千
帆
52
、鹿
児
島
市
、

長
崎
大
、
県
医

理
事
・
常
任
理

事
。
小
・
ア
レ

ル
ギ
ー
科
③

黒
田
　
　
篤
67
、
薩
摩
川
内

市
、鹿
児
島
大
、

県
医
理
事
・
常

任
理
事
。
内
・

循
環
器
内
科
②

大
迫
　
政
彦
69
、鹿
児
島
市
、

鹿
児
島
大
、
日

医
代
議
員
。

外
・
消
外
・

麻
・
救
急
科
③

沖
縄
県

沖
縄
県

５５
名名

田
名
　
　
毅
60
、
那
覇
市
、

九
大
大
学
院
、

県
医
副
会
長
・

会
長
。
内
科
③

稲
田
　
隆
司
70
、
那
覇
市
、

岐
阜
大
、
県
医

常
任
理
事
・
副

会
長
。
精
神
科

⑥

平
安
　
　
明
61
、
浦
添
市
、

久
留
米
大
、
県

医
常
任
理
事
・

副
会
長
。
精
神

科
②

玉
城
研
太
朗
51
、那
覇
市
、東

北
大
大
学
院
、

県
医
理
事
・
常

任
理
事
。
乳
腺

外
科
②

涌
波
　
淳
子
64
、北
中
城
村
、

福
井
医
大
、
県

医
理
事
・
常
任

理
事
。
精
神
科

①
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石和俊代議員（大分県）からの、（1）児童・生徒のメ
ンタルヘルスへの取り組み、（2）健康教育をかかりつけ
医等が個別指導で行うこと─に関する質問には渡辺弘司
常任理事が回答した。
同常任理事は、（1）について、会内の学校保健委員会
の答申において、児童生徒のメンタルヘルスについて様々

な提言がなされていることを紹介。また、文部科学省の委託調査「心の健
康観察アプリ研究事業」が始まる予定であることにも触れ、アプリの特徴
については日本医師会で今後検証する意向を示した。
また、学習指導要領改訂に関する検討が行われている文科省中央教育審
議会「体育・保健体育、健康、安全ワーキンググループ」の議論の中で、
年齢に応じて早期から「心の健康」を学習することの重要性を指摘してき
た結果、現時点の「取りまとめ骨子案」の図に「心の健康」が中学１年生
から反映されるようになったことを報告した。
（2）に関しては、日医総研のワーキングペーパーで紹介されている調
査結果を踏まえ、各地の医師会に対して「学校での問題を学校医だけに委
ねるのではなく、地域を面で支えてもらいたい」と要望。個別指導への参
加を希望する医師に対しては、小児科医会等と連携して研修会を開催する
など、支援体制を検討する考えを示した。

田山正伸代議員（徳島県）は、予防接種に対する誤った
認識がSNS等で拡散され、定期接種率の低下やワクチン
不足が国民の不利益につながっている現状を踏まえ、現在
の予防接種体制の課題認識と国への働き掛け、国民への啓
発活動について質問した。

笹本洋一常任理事は、課題として、（1）予防接種体制の地域差、（2）
ワクチンの安定供給と国内での製造・開発支援、（3）定期接種の対象拡大、
（4）国民に対する予防接種啓発活動─があると指摘。（1）については、
国が財政支援も含め自治体を適切に支援するよう求めていくとした。（2）
については、本年４月に国が策定した指針を踏まえ、平時からの供給状況
の把握や需給逼

ひっぱく

迫時の対応、国内の製造・開発体制の構築を引き続き要請
するとした。また、（3）については、おたふくかぜワクチン、RSウイル
ス抗体製剤、男性のHPVワクチン接種等の定期接種化にも言及した。
さらに、（4）については、科学的根拠に基づく正しい情報発信の重要
性を強調し、動画配信や啓発資料作成、麻しん流行を踏まえた注意喚起を
行ってきたことを紹介。引き続き、国・自治体・医療機関が一体となった
体制構築に取り組む考えを示した。

医師会の組織力強化に向けた今後の対応方針などに関す
る齊藤道也代議員（福島県）の質問には、藤原慶正常任理
事が回答した。
同常任理事は、地域によって会員数の減少や組織率の低
下が課題となっていることを踏まえ、地域の実情に即した

様々な工夫を連絡協議会等で紹介し、横展開に努めていることを説明。ま
た、今期から国立大学協会と日本私立医科大学協会より推薦された２人を
新たに参与に迎え、連携を強化する考えを示した。
また、入会のメリットを研修医や若手医師に伝えるため、日本医師会役
員が各地のオリエンテーション等に出向いていることにも触れ、「医師賠
償責任保険や医師年金などの会員サービスや、医師会活動の意義を丁寧に
伝え、引き続き入会の促進につなげていく」とした。
SNSの活用に関しては、新たにInstagramの公式アカウントを７月に開
設する方針等に触れた上で、「現在の体制を充実させていく中で発信力を
強化する」との意向を表明。加えて、MAMISに蓄積されたデータを分析し、
勤務医や若手医師を始めとする各層のニーズに応じた組織強化策の立案
や、登録されたデータの活用によるプッシュ型の情報発信などにも取り組
む姿勢を示した。

上林雄史郎代議員（和歌山県）からの、新たな地域医療
構想における、今後の人口減少や病床数に対する日本医師
会の考えを問う質問には、坂本泰三常任理事が回答した。
同常任理事は、人口減少下で病床数の在り方は重要な論

点とした上で、（1）新たな地域医療構想においても、医
療機関が自主的に現在や2040年の病床数を検討して病床機能報告を行う
ことに変わりはない、（2）必要病床数は全国単位ではなく、構想区域単
位で考えることが大切である、（3）新たな地域医療構想には医療機関機
能が加わり、連携・再編・集約化が一層推進されることになるが、必要病
床数は地域の実情に応じて定めることが医療法に明確に規定されており、
人口動態や受療率の変化に対応するために、必要に応じて見直すことにな
っている─ことなどを説明。
その上で、「日本医師会は全国的な病床数の目標値を設定し、それに向
けて削減することには反対である」と強調。「地域医療構想の根幹は、地
域医師会等の関係者による協議、医療機能の役割分担と連携の推進、更に
は適切な財政支援により、病床数が将来ニーズに応じて自主的に収れんさ
れていくことにある」として、理解を求めた。

若林久男代議員（香川県）は、令和８年度診療報酬改定
や新たな地域医療構想により病院の機能分化が進む中、中
小規模病院が今後担うべき機能や判断基準が不明瞭である
として、具体的な方向性と情報発信を求めた。
江澤常任理事は、DPC標準病院群が二つの評価区分に

分かれる方向であっても、急性期病院A・B以外の中小規模病院の急性期
病棟もDPC対象病院として継続的に届け出可能と説明。急性期一般入院
料１を有する病院のうち、急性期病院A・Bを満たせないケアミックス型
病院等では、地域包括医療病棟への移行も選択肢になるとし、同病棟の施
設基準緩和等により選択しやすくなることを紹介した。
また、急性期拠点機能は救急・手術だけでなく、災害医療、新興感染症
対応、卒後教育、医師派遣等を総合的に担う機能であり、高齢者救急・地
域急性期機能とは異なると指摘。中小規模病院には「治し支える医療」を
担うことが期待されるとし、「地域の議論やデータを踏まえ、2040年の自
院の役割を熟考し、今後の方向性を検討していくことが重要」と述べると
ともに、日本医師会として有益な情報を随時発信していく意向を示し、理
解を求めた。

学校保健におけるメンタルヘルス対策と健康教育につ
いて

国民に恩恵を与える施策としての予防接種事業につい
て─積極的予防医学の柱となるために─

医師会の組織力強化について新たな地域医療構想：2040年に向けた医療提供体制　
人口減少が進む中での病床数の設定について

今後の中小規模病院の機能分化について具体的方向
性や判断基準を明示してほしい 12

14

1316
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木村隆代議員（滋賀県）からの、保健事業の中でのヘル
スリテラシーの向上に向けた日本医師会の考えを問う質問
には、松岡かおり常任理事が回答した。
同常任理事は、学校保健における健康教育について「重
要なのは、保健の授業とそれ以外の健康教育が系統立って

計画されるよう、地域医師会や学校医が教育委員会や学校に働き掛けるこ
とと、計画の中に保護者への健康教育を盛り込むことである」と指摘。ま
た、現在、学習指導要領改訂に向けて、保健体育の教科書がより実践的で
行動変容に資するものとなるよう働き掛けを行っていることを報告した。
産業保健の健康教育を巡っては、国が定めた「事業場における労働者の
健康保持増進のための指針」において、事業場に対し計画的に健康教育な
どの活動を行うことが求められているが、従業員50人未満の事業場では
難しく、今後の課題とした。
さらに、かかりつけ医機能を生かしたヘルスリテラシーの向上に関して
は、医療者には医学的知見に基づき、寄り添い、支援する伴走者としての
役割が期待されているとして、「ヘルスリテラシー向上のため、多くのか
かりつけ医に健康教育へ関わってもらいたい」と呼び掛けた。

ヘルスリテラシーの向上に向けて11
日
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新型コロナウイルス治療薬の評価方法の見直しを国に働
き掛けることを求める川島崇代議員（群馬県）からの要望
には、茂松茂人副会長が回答した。
同副会長は、（1）令和５年５月の５類移行に伴い、令

和８年度診療報酬改定において、DPC/PDPSの診断群分
類に医療資源を最も投入した疾病名として「新型コロナウイルス感染症」
が設定され、出来高算定が廃止された、（2）令和６年４月以降には通常
の医療提供体制への移行により、地域包括ケア病棟等の包括点数にコロナ
治療薬も含まれる取り扱いとなった─ことなど、これまでの経緯を説明。
また、包括化に関しては、中医協の議論の中で「コロナ治療薬は、非常に
高額な薬剤となる他、１医療機関でアウトブレイクした場合には、ニーズ
が一度に多数発生する可能性があり、現場負担が大きい」と強く反対した
ことを強調した。
その上で、「今回の改定では包括化されたが、新型コロナウイルス感染
症の重症化リスクは依然として高く、感染拡大時には慢性期病棟や介護保
険施設で多くの治療が必要となることから、緊急時には特例措置（出来高
算定）を再設定するよう国に対して強く要請する」とした他、感染拡大時
以外に関しても、中医協の検証調査で包括化の妥当性を検証し、問題があ
れば見直しを求める意向を示した。

新型コロナ治療薬の包括化に関する制度改善の要望18
近年、構造的な変化により、経営環境が悪化している小
児系診療所に関する首里京子代議員（東京都）の質問には
黒瀨巌常任理事が回答した。
同常任理事は、「特に小児医療の経営の脆

ぜいじゃく

弱性の改善は
喫緊の課題と認識している」とする一方で、地域によって

小児の人口減少の速度や医療提供体制・人材確保状況は大きく異なると指
摘。「その解決のためには全国一律の診療報酬に加え、地域の実情に応じ
た国・自治体からの補助が有効」と述べ、日本医師会としても社会保障審
議会等で地域格差を含む課題を明示し、解決を求めていくとした。
営利目的を主とするオンライン診療や夜間往診などを介した不適切な診
療が拡大しているとの指摘に対しては、小児医療の質を劣化させるとの危
惧を表明。小児を含む初期休日夜間救急に関しては、全国の郡市区医師会
等を対象として現在実施中の実態調査の結果を基に現場の危機感を訴え、
その支援の実現を目指すとした。
また、今後の小児診療体制については、在院型診療に加え、多職種・多
施設協働による地域包括的体制を整備することが重要と指摘。「厳しい財
政環境下ではあるが、学校医活動を始め、医師が担う多岐にわたる役割へ
の適切な評価・支援を国に働き掛けていく」と述べるとともに、「その実
現のためには医師会を中心に医療界が一つにまとまることが必要だ」とし
て、理解と協力を求めた。

少子高齢時代の小児系診療所の窮状について17
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方
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松
本
会
長

新オフィスビル
 「JMA EXTRA」が
                    完成

ベースアップ評価料を届け出た医療機関の方へ
本年８月中に以下の実績報告書を地方厚生（支）局長に提出する必要があります

▲

令和８年３月以前から継続して算定している場合
　　　①「令和７年度の賃金改善実績報告書」
　　　②「令和８年度の賃金改善中間報告書」

▲

令和８年６月から初めて算定した場合
　　　　「令和８年度の賃金改善中間報告書」
報告書の様式や記載方法等の詳細は厚生労働省ホームページ「令和８年度診療報酬改定におけるベースアップ評
価料等について」などをご参照ください。

※�①と②では様式が異なりますのでご注意ください

厚労省 
ホームページ
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入
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に
思
う
。

そ
れ
か
ら
幾
十
年
。
気
付

け
ば
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
、

フ
ラ
イ
ン
グ
Ｖ
、

ス
ト
ラ
ト
キ
ャ
ス

タ
ー
、
レ
ス
ポ
ー

ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
、
カ
ス
タ
ム
と
、
い
つ
の

間
に
か
楽
器
が
増
え
て
い

た
。
慌
た
だ
し
い
毎
日
の
中

で
、
ギ
タ
ー
を
弾
く
時
間
だ

け
は
昔
の
自
分
に
戻
れ
る
気

が
し
て
、
大
切
に
し
て
き
た
。

そ
し
て
、
つ
い
に
憧
れ
の

ギ
ブ
ソ
ン
の
レ
ス
ポ
ー
ル
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
も
手
に
入
れ
た
。

若
い
頃
に
「
い
つ
か
は
」

と
思
い
続
け
た
も
の
を
、
何

十
年
も
経
っ
て
か
ら
手
に
す

る
。
そ
れ
は
単
な
る
買
い
物

で
は
な
く
、
そ
ろ
そ
ろ
還
暦

を
迎
え
る
が
、
趣
味
の
一
つ

と
し
て
大
切
な
も
の
で
あ

り
、
ま
た
あ
の
頃
の
自
分
に

よ
う
や
く
「
や
れ
た
ぞ
」
と

言
え
る
瞬
間
だ
っ
た
。

�

（
５
１
５
０
）

ギ
タ
ー
と
、
私
の
青
春

日
本
医
師
・
従
業
員
支
部 

案
内

ご
家
族
と
の
ご
加
入
に
つ
い
て

国
民
年
金
基
金
は
、
第
１

号
被
保
険
者
の
ご
家
族
に
と

っ
て
も
、
不
確
実
な
将
来
へ

の
備
え
と
し
て
重
要
な
選
択

肢
と
な
り
ま
す
。

基
金
の
掛
金
は
税
制
上
の

優
遇
措
置
が
適
用
さ
れ
、
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
、
掛
金

全
額
を
課
税
所
得
金
額
か
ら

控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

社
会
保
険
料
控
除
の
場

合
、iDeCo

な
ど
と
異
な
り
、

生
計
を
同
じ
く
す
る
ご
家
族

分
の
掛
金
を
実
際
に
負
担
し

た
方
の
所
得
か
ら
控
除
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
ご
家

族
の
中
で
所
得
の
多
い
方
が

掛
金
を
負
担
し
た
場
合
、
税

優
遇
の
効
果
が
大
き
く
な
り

ま
す
。

例
え
ば
、
課
税
所
得
金
額

１
０
０
０
万
円
の
方
が
掛
金

日
本
医
師
会
で
は
こ
の
ほ

ど
、
『
日
本
医
師
会
認
定
産

業
医
制
度　

嘱
託
産
業
医
の

心
得
と
契
約
の
手
引
き
』
を

作
成
し
た
。

日
本
医
師
会
で
は
平
成
８

年
に
産
業
医
契
約
書
（
参
考

例
）
を
作
成
し
て
以
来
、
平

成
16
年
、
平
成
31
年
と
都
道

府
県
医
師
会
の
要
望
や
産
業

医
職
務
の
多
様
化
等
を
踏
ま

え
て
改
訂
を
実
施
。
平
成
31

年
に
は
、
全
国
の
医
師
会
で

使
用
し
て
い
る
産
業
医
契
約

書
を
参
考
に
、
会
内
の
産
業

保
健
委
員
会
や
弁
護
士
の
協

力
の
下
、
契
約
書
の
解
説
、

職
務
の
優
先
順
位
、
関
連
法

規
や
指
針
等
を
取
り
ま
と

め
、
タ
イ
ト
ル
も
「
産
業
医

契
約
書
の
手
引
き
」
に
変
更

し
て
、
公
表
し
た
。

今
回
の
手
引
き
は
、
仲
介

業
者
が
間
に
入
る
「
間
接
契

約
」
で
は
な
く
、
地
域
医
師

会
で
扱
っ
て
い
る
、
産
業
医

と
事
業
場
の
２
者
間
で
業
務

委
託
契
約
を
結
ぶ
「
直
接
契

約
」
に
基
づ
い
て
産
業
医
活

動
を
行
う
嘱
託
産
業
医
向
け

に
「
１
社
目
の
壁
」
を
越
え

る
一
助
と
な
る
よ
う
、
平
成

31
年
の
改
訂
版
か
ら
内
容
を

大
幅
に
刷
新
す
る
と
と
も

に
、
現
場
で
求
め
ら
れ
る
実

務
情
報
を
豊
富
に
盛
り
込

み
、
タ
イ
ト
ル
の
変
更
も
行

っ
た
。

内
容
は
「
は
じ
め
に
」「
１
．

産
業
医
の
心
得
」
「
２
．
嘱

託
産
業
医
の
１
年
間
の
職

務
」
「
３
．
嘱
託
産
業
医
の

業
務
委
託
契
約
書
（
参
考

例
）
」
「
４
．
嘱
託
産
業
医
の

契
約
の
留
意
点
」
「
参
考
資

料
」
で
構
成
。「
１
社
目
の
壁
」

に
不
安
を
感
じ
て
い
る
嘱
託

産
業
医
に
限
ら
ず
、
既
に
第

一
線
で
活
躍
し
て
い
る
産
業

医
に
と
っ
て
も
、
新
た
な
契

約
や
業
務
の
在
り
方
を
再
確

認
す
る
た
め
の
一
助
と
な
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

産
業
保
健
担
当
の
松
岡
か

お
り
常
任
理
事
は
、
「
先
生

方
が
産
業
医
と
し
て
の
倫
理

感
を
も
っ
て
職
務
を
遂
行
す

る
ば
か
り
で
な
く
、
職
務
に

対
し
て
適
切
な
評
価
が
得
ら

れ
る
よ
う
、
ぜ
ひ
手
引
き
を

ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
る
と
と
も
に
、
都
道
府

県
医
師
会
や
郡
市
区
医
師
会

に
対
し
て
は
、
産
業
医
部
会

な
ど
で
「
１
社
目
の
壁
を
乗

り
越
え
る
た
め
の
懇
談
会
」

を
開
催
す
る
際
に
利
用
し
て

ほ
し
い
と
し
て
い
る
。

な
お
、
本
手
引
き
の
全
文

に
つ
い
て
は
日
本
医
師
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
願
い

た
い
。

手引きの全文は
こちら

『日本医師会認定産業医制度 
   嘱託産業医の心得と
           契約の手引き』を作成

尿
病
と
は
何
か
？　

真
実
へ

の
終
わ
り
な
き
探
求
の
旅
）」

と
題
し
て
、
受
賞
講
演
を
行

っ
た
。

バ
ン
テ
ィ
ン
グ
賞
は
、
イ

ン
ス
リ
ン
を
発
見
し
た
フ
レ

デ
リ
ッ
ク
・
バ
ン
テ
ィ
ン
グ

に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た

賞
で
、
長
年
に
わ
た
り
糖
尿

病
研
究
に
卓
越
し
た
貢
献
を

し
た
研
究
者
に
贈
ら
れ
る
。

１
９
４
１
年
の
創
設
以
来
80

年
以
上
の
歴
史
を
有
す
る
賞

で
あ
る
が
、
門
脇
会
長
は
ア

ジ
ア
人
初
の
受
賞
と
な
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
糖
尿
病
学
会
は

受
賞
理
由
と
し
て
、
「
門
脇

氏
が
イ
ン
ス
リ
ン
作
用
、
イ

ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
、
及
び
２

型
糖
尿
病
の
生
物
学
及
び
遺

伝
学
に
お
い
て
、
画
期
的
な

貢
献
を
果
た
し
て
き
た
。
特

に
、
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
受

容
体
の
発
見
と
そ
の
構
造
及

び
機
能
の
解
明
は
画
期
的
な

成
果
だ
」
と
し
て
い
る
。

門
脇
会
長
は
本
賞
の
受
賞

を
契
機
と
し
て
、
自
身
の
研

究
を
振
り
返
り
、
次
世
代
の

科
学
者
に
向
け
て
「
科
学
的

好
奇
心
と
実
験
結
果
に
対
す

る
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
な
姿

勢
が
研
究
の
発
展
の
原
動
力

と
な
っ
た
。
次
世
代
の
科
学

者
が
２
型
糖
尿
病
の
真
実
を

探
求
す
る
旅
を
続
け
、
既
存

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
挑
戦
し
、

こ
の
病
気
の
奥
深
い
真
実
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
心
か

ら
願
っ
て
い
る
」と
語
っ
た
。

門
脇
孝
日
本
医
学
会
長
は

こ
の
ほ
ど
、
ア
メ
リ
カ
糖
尿

病
学
会
（
Ａ
Ｄ
Ａ
）
の
最
高

賞
で
あ
る
バ
ン
テ
ィ
ン
グ
賞

を
受
賞
し
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ

ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
で
開
催
さ

れ
た
ア
メ
リ
カ
糖
尿
病
学
会

年
次
学
術
集
会
に
お
い
て

「W
h
a
t
 
i
s
 
T
y
p
e
 
2 

D
i
a
b
e
t
e
s
?
 
A
 
L
o
n
g 

Journey 
to 

Seek 
an 

Elusive 
Truth

（
２
型
糖

門
脇
日
本
医
学
会
長
が

                 

バ
ン
テ
ィ
ン
グ
賞
を
受
賞

受賞盾を受け取った門脇日本医学会長

上
限
額
（
現
在
は
年
間
81
万

６
０
０
０
円
）
に
て
お
一
人

で
ご
加
入
の
場
合
、
課
税
額

（
概
算
）
は
、（
１
０
０
０
万

円
―
81
万
６
０
０
０
円
）
×

43
％
（
所
得
税
・
住
民
税
の

合
算
税
率
）
＝
３
９
４
万
９

０
０
０
円
と
な
り
ま
す
が
、

ご
家
族
（
課
税
所
得
０
円
）

と
お
二
人
で
掛
金
年
額
共
に

81
万
６
０
０
０
円
で
ご
加
入

の
場
合
に
は
、
（
１
０
０
０

万
円
―

81
万
６
０
０
０
円
―

81
万
６
０
０
０
円
）
×
43
％

＝
３
５
９
万
８
０
０
０
円
と

な
り
、
新
た
な
年
間
節
税
額

（
概
算
）
が
35
万
１
０
０
０

円
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
加
入
員
の
方
が
ご

家
族
や
従
業
員
の
方
等
を
ご

紹
介
・
ご
加
入
い
た
だ
い
た

場
合
、
粗
品
を
進
呈
す
る
推

進
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
支
部

（

０
１
２
０
─

７
０
０
６
５

０
）
ま
で
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
も
、

ご
紹
介
の
お
手
続
き
や
新
規

加
入
申
出
の
お
手
続
き
が
で

き
ま
す
。
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事
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事
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事
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事
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事
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事
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事
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事
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事
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事
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主な医師会経歴等、専門
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所属医師会

顔写真

日 医 ニ ュ ー ス 第1554号（12）令和8年7月5日・20日合併号〔第3種郵便物認可〕

松
まつ

本
もと

 吉
きち

郎
ろう

山口県出身、浜松医大卒、埼玉県医
理事・常任理事、大宮医会長、日医
常任理事を経て、令和4年より日医
会長。皮・形成外科

昭和29.8.1
埼玉 佐

さ

原
はら

 博
ひろ

之
ゆき

石川県出身、群馬大卒、七尾市医理
事・副会長、石川県医理事を経て、
令和5年より日医常任理事。消化器
外科

昭和38.3.10
石川 高

たか

木
ぎ

 伸
しん

也
や

青森県出身、弘前大卒、八戸市医会
長を経て、令和2年より青森県医会
長。内・胃腸科

昭和27.9.15
青森

茂
しげ

松
まつ

 茂
しげ

人
と

大阪府出身、大阪医大卒、茨木市医理事、
大阪府医理事・副会長を経て、平成28年
より大阪府医会長。平成28年より1期、
日医理事を務め、令和4年より日医副会長。
整・リハビリテーション科

昭和27.4.4
大阪 松

まつ

岡
おか

 かおり
千葉県出身、杏林大卒、船橋市医理
事、千葉県医理事を経て、令和6年
より日医常任理事。内・消化器科・
労働衛生

昭和40.6.8
千葉 牧

まき

角
すみ

 寛
かん

郎
ろう

鹿児島県出身、聖マリ医大卒、枕崎
市医会長、鹿児島県医副会長を経て、
令和6年より鹿児島県医会長。消内・
内・呼内・循内・外・肛・放・麻酔科

昭和30.2.25
鹿児島

池
いけ

端
ばた

 幸
ゆき

彦
ひこ

福井県出身、慶大卒、武生医理事、
福井県医理事・副会長を経て、令和
元年より福井県医会長。令和4年よ
り1期、日医理事を務めた。外科

昭和30.4.18
福井 藤

ふじ

原
わら

 慶
よし

正
まさ

秋田県出身、弘前大卒、秋田大大学
院修了、男鹿潟上南秋医理事、秋田
県医常任理事を経て、令和6年より
日医常任理事。循環器内科

昭和43.3.31
秋田 加

か

藤
とう

 智
とも

栄
え

石川県出身、山口大卒、山口県医副
会長を経て、令和4年より山口県医
会長。外科

昭和30.3.28
山口

城
き

守
もり

 国
こく

斗
と

京都府出身、新潟大卒、左京医理事、
京都府医理事・副会長を経て、平成
30年より4期、日医常任理事を務
めた。整形外科

昭和31.6.27
京都 加

か

藤
とう

 　豊
ゆたか

愛知県出身、名古屋大卒、名古屋市
医理事、名古屋市千種区医会長を経
て、令和6年より愛知県医理事。腎
臓内科

昭和36.6.8
愛知 伊

い

在
ざ

井
い

 みどり
岐阜県出身、島根医大卒、岐阜市医
理事、岐阜県医常務理事を経て、令
和4年より岐阜県医会長。総合内・
糖尿病内科

昭和36.2.5
岐阜

長
なが

島
しま

 公
きみ

之
ゆき

栃木県出身、島根医大卒、下都賀郡
市医理事、栃木県医理事・常任理事
を経て、平成30年より日医常任理
事。整形外科

昭和35.2.15
栃木 小

こ

中
なか

 俊
しゅん

太
た

郎
ろう

群馬県出身、群馬大卒、前橋市医理
事を経て、令和4年より群馬県医理
事。内科

昭和40.4.19
群馬 田

た

名
な

 　毅
たけし

沖縄県出身、琉球大卒、九大大学院
修了、沖縄県医副会長を経て、令和
6年より沖縄県医会長。内科

昭和40.10.19
沖縄

江
え

澤
ざわ

 和
かず

彦
ひこ

岡山県出身、日医大卒、岡山大大学
院修了、倉敷医理事、岡山県医理事
を経て、平成30年より日医常任理
事。内科

昭和36.7.11
岡山 磯

いそ

崎
ざき

 哲
てつ

男
お

神奈川県出身、横浜市立大卒、横須
賀市医理事を経て、令和3年より神
奈川県医理事。消化器内科

昭和45.4.3
神奈川 間

ま

瀬
せ

 憲
けん

多
た

朗
ろう

茨城県出身、筑波大大学院修了、ひ
たちなか市医理事、茨城県医理事・
常任理事を経て、令和6年より茨城
県医副会長。外科

昭和39.12.10
茨城

渡
わた

辺
なべ

 弘
こう

司
じ

広島県出身、東京医大卒、呉市医理
事・副会長、広島県医常任理事を経
て、令和2年より日医常任理事。小・
循環器科

昭和29.9.17
広島 尾

お

㟢
ざき

 治
はる

夫
お

東京都出身、順天堂大卒、東久留米医理事・
会長、東京都医副会長を経て、平成27年よ
り都医会長。平成24年より1期、日医監事、
平成28年より日医理事。内・循環器科

昭和26.11.7
東京 檜

ひ

山
やま

 桂
けい

子
こ

広島県出身、広島大卒、広島市医常
任理事を経て、令和2年より広島県
医常任理事。内・呼内・アレ・リウ
マチ科

昭和33.2.7
広島

今
いま

村
むら

 英
ひで

仁
ひと

鹿児島県出身、鹿児島大卒、東京女子
医大大学院修了、ハーバード大公衆衛
生大学院修了、鹿児島県医参与を経て、
令和4年より日医常任理事。内・精神科

昭和34.4.22
鹿児島 須

す

藤
とう

 英
えい

仁
じん

群馬県出身、東京医大卒、碓氷安中医理事、
群馬県医理事・副会長を経て、平成28年
より群馬県医会長。平成28年より1期、
日医監事、平成30年より1期、日医理事
を務めた。外科

昭和27.3.25
群馬 松

まつ

家
か

 治
はる

道
みち

北海道出身、北大大学院修了、札幌市
医会長、北海道医理事を経て、令和3年
より北海道医会長。平成26年より1期、
日医監事、令和4年より日医理事。内科

昭和22.5.11
北海道

黒
くろ

瀨
せ

 　巌
いわお

大阪府出身、慶大大学院修了、新宿
区医理事・副会長、東京都医理事を
経て、令和4年より日医常任理事。
内・消化器内科

昭和37.1.10
東京 八

はっ

田
た

 昌
まさ

樹
き

兵庫県出身、近畿大大学院修了、尼
崎市医副会長・会長を経て、令和4
年より兵庫県医会長。令和4年より
1期、日医理事を務めた。外・内科

昭和29.1.11
兵庫 加

か

納
のう

 康
やす

至
し

大阪府出身、神戸大卒、大阪市北区医理
事・副会長、大阪府医理事・副会長を経て、
令和7年より大阪府医会長。令和7年より
1期、日医理事を務めた。内・循環器科

昭和29.1.16
大阪

坂
さか

本
もと

 泰
たい

三
ぞう

兵庫県出身、獨協医大卒、小野市・
加東市医理事・副会長、兵庫県医理
事・常任理事を経て、令和5年より
日医常任理事。内科

昭和30.4.28
兵庫 安

やす

田
だ

 健
けん

二
じ

石川県出身、富山医薬大卒、金沢市
医会長を経て、平成30年より石川
県医会長。平成30年より1期、日
医理事を務めた。耳鼻咽喉科

昭和32.2.16
石川 大

おお

西
にし

 浩
ひろ

之
ゆき

鹿児島県出身、鹿児島大卒、川内市
医副会長、鹿児島県医常任理事を経
て、令和4年より鹿児島県医副会長。
内・消内・循環器内科

昭和36.6.8
鹿児島

濵
はま

口
ぐち

 欣
きん

也
や

福岡県出身、慈恵医大卒、北九州小
倉医理事、福岡県医理事を経て、令
和5年より日医常任理事。産婦人科

昭和31.3.29
福岡 村

むら

上
かみ

 　博
ひろし

福岡県出身、順天堂大卒、松山市医理
事・会長、愛媛県医理事を経て、平成
30年より愛媛県医会長。平成30年よ
り1期、日医理事を務めた。循環器内科

昭和32.8.5
愛媛 土

つち

谷
や

 明
あき

男
お

東京都出身、東京医歯大大学院修了、
東京都医理事を経て、令和5年より
東京都医副会長。内・整・リハ・泌
尿器科

昭和48.4.10
東京

笹
ささ

本
もと

 洋
よう

一
いち

北海道出身、北大卒、札幌市医理事、
北海道医常任理事を経て、令和5年
より日医常任理事。眼科

昭和34.5.27
北海道 髙

たか

橋
はし

 健
けん

太
た

郎
ろう

滋賀県出身、鳥取大卒、滋賀県医理
事・副会長を経て、令和6年より滋
賀県医会長。産婦人科

昭和27.2.26
滋賀
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